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Ann.Physik

Heft2,Bd.24{1935'.x

KirchncrI:・u・Lassen正L,高 速 電 子 の 緕 晶 内通 遒 の

際現 れ る一 薊 干 渉 現 象(113).

SlcubingNV.ll;Redepe・nigW・,垂 直 に交 叉 せ ..る電

揚 及 磁 場 のHe線 に及 ぼ す 影 響(161).

Fti・thR…Zimm・ ・m・n"()・tブ ラ ウ ン運 酬;對 す る

光 の彰響(183),

Heft3,Bd.24{1935).

SVeizetW.u.FischerH..陰 趣 光.抑 制 水 素放 電 の

研 究 俘09)・

1{tit・・lv。 陰 捶 線 才 ツ シ ・グ ラ7に よ る..EPtRl二 於

け るWien效 果 の 研 究(263),

Ira囗genw謙erI-1・W"金 屬 薄 膜 に於 け る低 遮 陰 拯線

のRifckdiffitsSon及Sekun`thrstrahlerregロng(2才3)..

Heft4,Bd.24C1935】.

RΩ5cロhallG.gnlttgH合 金 の電 氣 的及X ..線的 研究

。瓢 分耀 。.;魏鱗 盤;}.
Gtiロt恥rL・ 霧 禧 に よ る陰 髄 穣 擴 散 の 研 究(37〒).

Heft5,Bd。24に935}■

Ga{LeFK・,原 子衝 突 に於 け る水 鰻 のAnregutTgifun・.

ktion.(42ユ)・

KuinsinenJ・,"ri斯 の 蟹 散恒 鼓 の 定 義 と補 正".な る

1・・L.'J'mutz及W・MUIIer雨 氏 の 論 丈 に 就 τ(郵5)・

。飜 鷹 繍 。。.於。議 盤}
Heft6,Bd.24{1935}.

R・r・t・g・iん・II・ のHd+に 對 す 弓作 用 鰍 及荷 電

面積(693).
　

Wanni。 ・G・・水 溶 液 中 のH÷aOH一 の運 動 性(545) ・

Heft7,】 醇d.24(1935,.

WannierG・,水 溶 液 中 め.H+及OH一 の 蓮 動 性(S69).

BtiuggemanD.A.G"不 均 一 物 豊の 種 々の 物理 恒 數 .

の 貯算 口〕等 方性 物 箕 よ りな る混 合 體 の透 甓 恒 數

とf邸導 度(636)?

Ber.Dtsch.chem.Ges.

Nr.11,dahrg.68(1935;x

.ErdohC .,IangeF.E.M.u.¥ordF,K.,Kry`,ly≦e,

.擴 散 及 粒 子 の 大 い さIIIア ラ ビ ア ゴ ム と ポ リ9

ク リ ル 酸(?004)・

B飛u商 画hα ・硝 酸 ア ル カ リの 存 在 」くは 不 祥 在 に 於 け

る 鐵(ロ)酸 化 物 永 牝 物 の 熟 或 と光:安 牢 璋(2似6)・

Riexnfe【dF..H.u.91ullecFr..蔗 穂 の 熱 分 解 と其

.の觸 媒 白旬雕(2052} 』

h'r.12,Jahrg.68(1935)一x

V.AhtropoEA・ ・覃巳 の 原 子 量(2339)・

LaロgenbeckWo.u..P.hiemI・L:.C.,有 機 觸 膝 〔X1〕.和

煉 霹 進 〔!〕(3304);・

StnudingerILu.LohmannH..高 重 合 化 合 體 〔125〕 高

分 子 ボ リニ チ レ ン オ ギ サ イ ドの 分 子 景 測 定(2313).

Sしaud』gerII」u.SchulzG.～ 「り 同 〔1?G〕 .polymcr.同

族 列 の 分 子 量}則 定(2320冫

SlaudingcrH.,KomKu.HettcraJ・J・,同(1?8〕

高 分 于 化 台 ・慾 の 異 常 分 子 量(2346).

StaudingcrH.u.FrostIV,,同 〔1"_9〕強 反 態 と し で

、離:駄 、、3。、躑 嬲 驢 言;奏}

Chem.Rev.

No.1,Vol.17(1935}.

Nりy『5W・ ム・,電子 論.ω ・

F"055R・lf.,電 解 質 溶 液 の 性 質(27)・

[屎 應 動 力 學 に鬩 す.る論 集】
'卑ylorH ,S.,序P(43)・

IiisiiakowstyG.H..氣 體 「 分 子反 慮(4i)・

RiceF,o.,遊 鱸 の立 場 か ら見 た る有 機 化合 物 の

分解(53')・

EyriogH・ φ活 性 化 礇 合 物 と紹 對 化 學 反 驃 速 茂(65).

DanielsFL・ 氣 柑及 び 溶 液 に於 け る反噸 動 力學(79)・

1,iebhatskyH.A・, .ノ・ロゲ ソ.永溶 液 の 異 常 温 度係 皺

ハ ロゲ ンの樊 勣 水 和 に ょ る醗 明(89).
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w鯊 繊 灘

、F及職 糊1;於け「
H・mrncttL.}'・,Mpt$Nと 李 鮒 祕 商 の闘 傲1%》

No.2,VoL17{ユ735) ..¥

翫hmidtO;・ 重 要 な る有 機 反 慮 の機 携 ..(131)・

N6蓐.31.VoL17〔1935}・.
ヨ　　

KolthoffL .}1.&.塾 わ1【ζauD。R。,誘 導 沈 搬 と金 屬 確

化 物 の憐 質(293)・

【光化 季 に闕 す る詮 集 コ

LFightpnPh・A堕 月「言(393)・

B5tesJ.:R.,.相 逹 せ る源 よb誘 導.さ.れ.る原 于 と遡 魅

。欝 讐 叢鍮 。撫 。晶}
Dicki聯nR,G・, .,氣櫓 と溶 液に 於 け る光 化 學 反 啀 の

。謝 翫 非理。撫 。、監織}
Franck.∫ ・,光 ・合 成 に 就 τ(433).

Compt.rend.

NO14～26ナTome201(1'S3蓐).x

蚕{unα ・NaBrの イt.ン の 線 水 和 の氷 黠 的 研 究(547)・

q洫tinM.,鹽 化 カ ド ミ ウム の稀 懌 熱(畢9)・ 』
ぜ

VtilS・ ・ ゼ ラ.テV中 に相 接 す る金 屬 間 の 電動 力 とそ

,め 電 池 に 於 け る..vb恥.效 果 、〔551)」.

Ch6dlnJ?t無 水 靖 酸 の ラ7≠ 妓 果.φ62)・

DeSirantM:.eしPロ 由 出寵J・ ・寫 眞的 赤 外 に 於 け る硫

黄 の 新 套 光 ス.解ク トル(597)・

CauchoisY.,自 金 め 襞 光Lス ベ ク ト.ルに 闘 す る新 測

定 と比 鮫 寉瞭(59$).・

val・n・iG・・.、鯛 撫 柳 鋤 學(6吟

BobtclskyM.e【. .BgbletSky・Chajkinみ;.マ ンガ ン及

銅 霾 の 混 合 物 め存 在 に於 け る 恥 ρミの 接 厠 的 分解

(604)・ ・

Freyma口nlf.etRtimpfP.,ア ・ミン及 ア7イ.ド の赤 外

附近 に於 け.弓啖 嫁 λベ ク トル,兩 性 イtyの 研 究

に.di88i印ula恥n現 集 の應 用,近 聾 甚 の影 響(606).

.Timmermans'J
;et・PoppeG・,負 の 砲 和 曲 線 を持 つ 系

に於 け る有 擾 濱盤..と重 水 との相 互 溶解(608).

Sぬ ▼邸 砿M;.et.良otisseSLuE・,Ni」 鋼 の 縛 移 點(611》.

TrPmbe.F・,Cu「ig「 .點下 に於 げ る金 屬.が ド リ昌.ウ.ムの

講黼蠶識驟謡㌶織}
閣,

KmzlV・.X線 分 光 寓 眞 に於 け るfxati+xtiamの 新

方法(656).

Gri▽ct制 唱yαr旦丶 陽 核 監;.中性 子 が 衝突 す る際 の 著 し

.3`',gamma"放 射 の賦 除(659)・

13uu1.ionF.ctlfunO.、N"NQ3の イ オ ン.爾親 水和 の

氷 點 的 測 定(660).

Bψt幽Ly}LetCnhen.R.,HCI.溶 液 中 に於 け る三

價鹽 化 マ ンガ ン生成 絛 件 及 議 鹽 醐媒 の存 在 に於 け

る分 解(882)・

DalmonR.,Chcdin∫.etI3risswAL,,無 フ亅q肉酸1;よ

る.繊維 棄 の 硝 化(ssa).

¥V81iams..真 ・一T・巳金 屬 丑 有 機 膠 質溶 液の 吸 攻 ろ ペ ク

1盡謡驪 燃 黥 。,。騁l/
FdimerR・ ・H窒O一1冨 彝0.一?vi50弔 系(672)・

HnrininL・Ci.・.Hermaniz:紫 外 蔀 に於 け る雌 素の

吸 收{714)・

syTsi-ZectWc㎎W6n-Pv・.¥a吸 敦 スえ クFNt

i=電 讐 の 影 響(716).

Preisa-erkP.ei,.vun..--alLanjan.IL.中i生 三FE=よ5

.生宇 るニ ミ の放 射性 元 素.(i?2)・

C黜bJ.,硫 酸O且eumめ 夢マ ン效 果(itia).

Don-liEmn亘tO;.e【naoty.C・ 酸 化 篁鉛 の熟 湿元 に

.於け
る亜 錆 露軽氣 邇 度 め 直 接 測 定(726).

P【eUieM・ ・酸 水 素 漉 合 物 の連 鍍 反 膿 譏 構(728).

Vellingeiti.猷HcrrchschmidlJlD,,鑛 油 溶 解 の 臨

界澁 度(780).

ChAtektM.etKeτt6ziFり ℃oとCr鹽 托物 直 鹽 の

溶 液 中1二於 け るCIイ 牙 ンの 活 度.〔R1〕.(Sli).

P衂 師nム ・ci.Cy皿 肋恥 にM・,電 解 浴 φ透 過 能 力

、(sm).。 巉 騨 。、電纛 隷}

61achL,BI・ ・hE.ecCh・ 。㎎Shi認hw・ 驫0の 憂

驫鰻 靉驫鑠},
¥II・h曝 鱒A・ ・い!町 ・・1・・U調 圃 の氣 齣 倣1二

よ る爆 侵 スペ ク トル の 變 化(828).

Hel亜eτW.,醸 化 鐵 ゾル の 光 澤 暦 に於 け る.廖質粒 子 の

距 離(831)・
.
Savamム1.,メ チ ノレ.ヂエチ 丿レカ ー ビノ ー ル,ヂ メ4ル ー

・ 粛 ンヂ ルーカ.ルピ ノ ール 及 之 に相當 す.:る.エ チ ル化

台4畠 の ラマ ン ス ペ ク トル(833〕.
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Dufmrし.亞 酸 化 銅 の 内 部 及 表 面 簿 導 度 〔883)・

VeilS・ 反J7の 潭 流 計 的 調籠(885).

Bcuha[G・etWcl【L・ ・光 軸 に垂 直 な る光 線 に對 す る

水 品 の 旋光 度,艶37表5780jh;對 す る分 散(887):

Henri丶 ア.etAugeno【P.,ピ リヂ ンの ラ マ ン.スペ ク ト

ル と吸 收 スベ ク トル との 開 係(89の,

τ"bULoau∫..fチ ル シ ク ロ^キ サ ノー ル.のシ スート.ラ

ン ス異性 體 の研 究 に ラ マ ー效 杲 の 應 用(39了}.

RoulleauJ.,金 屬一Cu.Oの 接 觸 抵抗 〔047J,

DegardG,ク ロロ フオ ルeに よ る電 干廻 折 及 牙 苧 の

構 遺 言UrLain模 型 及 四 面 慍 模 型(SS]>

Jn〈quetP.,銅 の 電 解 沈 搬 に 謝 す る.犀質 の瞬 間 的 作 用

。、(953setle);_、 鴎 。懺 。f(9bb}

TonmaireA.et4acsyE.ゼ 重 水 素 の 連 撞 ス ベ ク ト.t

〔OSi).「 熱 〔(968)'.l

GoldfingerP,L㎜o確W.e【R孅B・ ・CQの 解I

GulletL.,Cu・Be合 金 の彈 性 寧(960)・

管prcttre".,酸 水 素 混合 物 の蓮 鍍 反應 に對 す る容 器

壁 に よ る吸 蓋 五 斯 の影 響(962>

Radmaロthe.u.,.水 矗 の電 氣 博 導 度1二對 す る紫 外 線 の

作 用(1021),

Lagmla工,.寫 眞光 度測 定法 の鋏 差 〔1026)・

d'OrL,硫 黄 蕪 氣 の 吸 收 ス ベ ク トル'(1028)・

Tertien.∫ り.CuCIのD.及E禦 系 の廻 轄 構 造(1029)」

Kantmtnt,鹽.化 ク ロ ミルの 光 吸歌 に.對す.蚤壓 力 及

他 無 體 の彰響.(ioaa)?

VilaA..el'1'e>wnF.,可 塑 性 薄 膜 の機 械 的性 質 の 測

論鰐'』伽 、岫.黨 綿 琵}
BinderO.,C鴟 ・5H20の 熱 分 解.(1035)。

Yv。J.,
.覯 點 に於 げ る嘩 磯 動 靴 σ099)・

SolomonJ・ ・大 な るiル ギ ー を播 つ 粒 子 の物 質ぺ

の 吸 取(11①),

Beequerel.∫ ・・常 厳腕 慱 能 力 の 測 定 に よ る稀 土 顛 結

'晶 の 常 磁 性 受磁 李 の決 定(111?)
.

RiwrdR.eySauaie.A..Cd火 花 の.ユ ペ ク トル(11!5).

Ch二mpeほefG。,重 水 中 に於 け る.蘯 化 クロ..ム.の水 和

(1118)」、

.Salaza【M.T.,マ ラ カ イ ト線 溶 液 中 に於 け る毛 管層

。鴿 緊11撚。瞞 。、、諜 」憂謝
BallnyTI・ ・Fe一じ 靴 合 金 の橋 造 と隹 質(1129)・

,

vanRysselbeghel㌃ 熱 力 學 ボ テ ン シヤ ル と現 和力

〔112G)・

1{cnapdP.e等Baumgsrd【E.,甼 貧薄臨移則(1129)・

ChrEtienA。et}loffefO..チt:シ ヤ ン醵 カ リの;水

化 物 の 存在C1131)..

ChiT「netantC,,.水 と エチ ル アル,一 ル 混合 液 に於 け

るZn・Ni,〔 沁 の臭 化 物 及 沃牝 物 の電 解(11了4).

QuintinM・ ・'重金 屬 肇無 溶 液 仁於 け る加 水分 解 の機

.構(1176>

T・i・he・H・冷 輝 眞 怯 に よ る合 傘 髄 の確(1178)・

CllOOfigShihI'iaw.,1'eOの 發 光 ス ・{ク.トル(ll81〕 ・

Mよしhi馴Jg-P・ ・ 無機 蜚 鹽 の 光 吸 收,光 活性 及 鴇 造

(U83ン

M岬 趨00蛋 ・・.超 音 波 に よ る.爆鼓物 の 爆燃(11S7)・

OeffiezP・ ・種 々の熱 重 理 を受 け 霞 る砂 糖 炭 のX綴 囲

(IIs9)・

11ure'attJ.,LiN`}9-HEO系=Li蜜Ot1・5HtO(lt9・3)

bes'auxH・ ・傘 屬 銅 の影 響 下1三於 け る 硫 化銅 薄 板 の

り
遉 心 的 變 化.言1・ 、め 距 離 に よe .變reの 停 止(1035)・

Forti5tA・ ・ 氣 盤 粘 性 測 定 装 置(】330)一 .

1'authe .nierM.cヒlrarehu一]一ranofM・,高 電 壓 の た め の

イ オ セ 鞭 生 器(1332)・

1.ampb .rey.ムi.e[Corbi6;eJ・ ・NQ2吸 收t.ベ ク ト西1:

。黠 撚 瓣'磁,。 嶺驪 毳}
G・illE・

.L…P・ff・cu・M..:・(毒 の 一 次 放 電 の ・ペ ク

トル(133S)・

LeobtutcJ・,核 炭 棄 ノ・ロ ゲ ン誘 導 慍 の 赤 外 吸 收 ス ベ

ク 笥 ル(13{0)・

RichardR..水 鍛 火 花 の 二 次 ス ペ ク ト ル く1342)・

KiuT・,サ 墾チ ル 酸 ナ ト,ウ 素 瀉 液 に て 虔 理 し た る

り

乾 板 の4POO.及2400・Sに 於 け る,ン トラ ス ト.の.

研 究(1348)・.

Cur珍 斗1・、結 晶 内に 於 け る不 均 一 性 と燐 光..C1352)・

HutbeiH.,M・ 及RhのKス ベ ク トル につ き輿 へ

られ る新 事 」配(1356)・

cユ巳ゆ 。13Y.,.銅 のK.■ 一:クsル に つ き典 へ られ.る

新 亭 貴.(1e59・)・

Lcp叩k11ioE・,放 射 能性 系 の 二 三.の性 質..(1361)・

aTtanL・ ・軽 晃 素 の 箕 験 質撮 核 エ ネル ギー緯 量 と

の一 致.(1363).

WL巳rm5erR.eしMaシer.N四R6ducteneの 酸 化邇し元電

騒(1366),
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BerthierY.,水 及種 々の 永 溶 液 中 の 無機 浮游 物 の濾

遏(13fiB)・

Meun言err..閉 止 暦 電池 を用 ひ た る.不透 明 摩 測 定 用

電 氣 光 康 計(13了 り ・

Helv.

No, .6,V6L.18α935〕,x

:fenencrミ 哩・u・"'ehrli$鯛 融=占徹 桑田i財定法 .1(1281)・

Hul)erK・ ・
.SumatOideの 研 究 〔11〕一鹽 基 亞 硫 酸 ア

ル ミニ.ウム鹽 の生 成 形 状 に對 す る瀞 液 穫 巓 の影 響

(1316}.

nub。rK・, .Sbmatoideの 研 究 亡H【〕亞 威 酸 ア ル ミニ

ウム ソ.tト イ ドの トツ.ボ化 學 反 縢(1327〕.

Fcitknecl:tW・ ロ・1ρtmarNV㌧Ni-Zfi・ 及C畝n・ 水 酸

止 物 の 暹合 沈漫.(綴 密分 散 質 の..ト ツボ化 學 反 感

〔IV))(1爭6Ω 》.

CantieniR・ ト ビ リヂ ン と砂 塘 ド ー贋 ア ル コー ル及 ア

セ ト ン と.め混合 物 の 紫外 線 に よ'る.黄色化(1420)・

:ley研M,u.Frey.WyssliogA,.膨 潤 の 函 薮 として

の繊 維 素 の光 犀 折 能(142S)・.
り

Erlenme)'etHaLobεckH・ ヶ康 化 水 素C』 砺(146畢,・

Brine【 臥e【SltS21 .㍉ 吸 熟 化合 物 の 高温 度 に於 げ る

最大 瀘 度(オ ゾン及 酸 化 窒 素 に於 げ る慮 用XU68)・

J.Am.Chem.Soc

No.翠,VoL57{1935).x

Ben[on.A.F.&Cunnigham.G・L,不 均 一 系 反 感 動

力 學,奩 酸 銀 の 熱 分 解 の 動 力 攣 に封 す る.光照 射 の

影 響(2廝 》

B・・.th-1・LS"Elscvli.M,.&BarcLhelrlY.L、 二三

の 弗 素 置換 せ.る.ク ロ魯 ベ ン ゼ ン(206{),Beロzg量 τL

恥oride及 び ハ ロゲ ン.置換 誘 導狸:(2066):

DuotAH.S,S.Snrch6eld.1'.E.,ノ ～ロゲ ン化 メチ ル

コL一テ ル の 弗 素添 加 〔りTrichlo:odimethylEthむr

の 弗 素 添 加(9070).

BoothI.L∫S.&.w5聰50nK.s,Argon・BosOBT詛u・

uridC.系.の 熱 解祈,大 氣 の不 活性 瓦斯 含有 化 合 物

(ors)・ 同 上系 の 臨昇 現 象(2E80),

舳pb。1iA溝 驫K訛s・ ・灘 嘯 の 版(2051)・

CristR.LH.&FceUlingO・C・INq2を 觸 媒 とせ る

qoの 巌化(2196).

Curran.ｫ.」..&Wonzk♂1.1.x.,第 二 水 銀 ハ ロゲ ン

fヒ勧Z)配 醗.(2162)・

DaltonR.H・ ・.晴刊 順 斯 の 抽 出 及 び分 析(2黝 ・

Elli..S・.B.・&KiヒhlS・ ∫・・非 緩 斯系 に野 す る痢 子電

懲 の鷹 朋(2139),水 の 情 製 及 び 共pll億(2145).

PcssendenR・ ..W・SRedmunB・C叩 過 マ ング ン酸

鹽 一蓚 酸 榎 反 慮 の動 力 學 〔1〕反 涯 連 度 に 對 す る疑

類 の影 響(22{8)・

F7exserL・n・.HammF・t・LP.&bi㎎ 輔A...紫 外

ス ベ ク トル に よる電 離 の 決定,其 の 磁 貰 性 と非 常

.な弱鹽 墓 の 強 さの 濁 定 に對 す る應 刑(2103) ,

GamCrC.S..GrewE.W。&YwtD,}1..液 體 ア

ム モ ニ ア 内.の 電 池 の.雹 位 レAmminuCndmium

Chlorides及 び(:dCi,の 熟 力學恒 鼓(2055)・

]iarkinsN.Il:,RicsI-1.E.Jr.,SCarmdn&F:,一

分 子暦 の 界 面電 壓 及 びForcc-Area開 係 〔H〕d.Pim-

uic:¥cid及 一Cetrahydrod-pimaricAcid(2224).

.HillA・E・&DisUerE・:,・ 水 中 の 蓚 酸 ア ム モ.昌ウ

ムの漕 .解度(2203ン

Jnne,G.&Foimcalt1.LJ.、 鹽 類 の メ タ ノー.ル溶 液

の 粘 度(20.11)・

IiicUlS.J.&二Claus;enE.Jr、,ビ ロ燐 酸 ナ ト リ.ウム

の酸 水 和 摩用 に於}7る 温 度 係皴(2284)・

1:01thoHI・¥S.&Lingaoc∫ ・J.,第 一 ≠ζ標 準 物xと

して のKCtiS(2126)、

Kricher5kyLx.&Ka脇rロoセ 』kアJ,s・,窒 素 及び 水

素 の 高 壓 下 に於 け る水へ の溶 解 度 の 熟 力學 的 講 算

(sissy,無 限 稀 薄 溶 液 に於 け る分 子 配 量(^lil)・

LamLe-RRO61$N.,CrystallageneticAdcodxota

へ の 茸 斯 及 び 鯊 鼠 の吸 収 熱(?1:rJ)。

¥aeserC.K.&.Hopkim13.S.,稀 土 類 の責 測 〔XLV]〕.

Gdの 僚 于 簸.(2153}・

PaceR・ ド・国プ 囗 パ ンの緩 除 な酸 化 の機 構(2298),

ReyersonL・u.&GillespieB・ ・ア セチ レ ン と重 水 の

.交換反 慮 の李 衡(2?50).'

RiceO・K・ ・.'Ukn轟0・&Campbc囲H・C.氣 棺 の

.熟爆 鼓 に於 け る誘 導期(2212).'

時RovlepH .H.&EsnnsW.V。,繊 に對 す.る水 ξ終

の 收 容 係 數(loss).

StewartT・D・&1¥'eidcnbaumx,鹽 素受 鵬 「質 の

存 在 に於 け るx｢vン 及 び 塾 素 の 反 應,ニ チ レン

の 光 鹽 素添 加 〔2036)・

ThomssA・ 、V・&OwennI{尸S・ ・.ジ.ルコ ン亘支藍夐ヒ ドロ

ゾル の生 成 及 び 二 三 の 中性 鹽 に ょ る碎 解.(2131).
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Toemie5G.3Embtヒ...>t.,有 機 漕 蝶 に於 け る醋 酸無

水 物 との 酸 燭 喋 皮應t;よ る永 及 び ア ル コ 腎ル ¢満

定a4測 定(2135).

Wc5ヒD,}1.&HopkiasxS・ 、稀 土 瓢 の 餐 測 〔XLV〕

變 位 に よ る稀 土類 ア.マル ガ.亠の製 成.(2185).・

¥t'helandG.W.&Pauling.L,芳 香 族 分 于{ .;於 ける.

定 位 の猛 子 力學 的.討議(2086).

W1漁A・1L跡1・ ・琴・・S・o,・ 樟 謾 及 化 學 的 醐 擁

あ る牝合 物 の轄 位.〔口〕原 子欝 の 振 動(20iA)・

WillarclJ.&Daniells.FL」 持 に 酸 素 の 影響 に 閑 驪 し

てTetrnchturoeihylene及 び.ク ロ"出 ル ム の 光臭

素 化(愬o)・

NootanL,A.&HarrrmeuL.P。,n・ ブチ ル ア ル コ

活.ルに於 け 乙酸 の 栂對 的 弧 度(8?89),

Y'agcr.、V.A.&Mし,rgaI亅S.0..樟 画 及 び 化 學x509係

あ る化合 物 め穂 位 〔り 紹 晶 固 醗 に 於 け る隻 趣 于廻

轗(2071}・

No.11,Vol.57(1935).
』
Adviurow1・ 且 餞DidenksPLD・ ・熔 融 物 に 佐 る筒蝶

fド 月…(2718).

去ロSLin∫.13・,温 度 に ょ る.亭 麌「の 髪 化 を 謬1'算す べ ・き.力

程 式 の 有 用 な.る 積 分 形(2428)・

Bencrollw.D.&Ma夢6i"J・E・9.電 氣 化 學 に 於 け

る ニ ネ ル ギ ー 水 準(2561)・

BealΨR・M・&C瓢9琴L・Hっ 酸 の 戯 度(23di冫 ・

Beとbcx・A.,LowG・"㌦Jr。 ・ 、、'iklnerE・L・&

.fi
oldwasxiS・ ・低 壓.に 於 け るH,及Dd.の.ICu《 の

'吸 着(2i2i)
・

13elchctzI{鯛.欝d肥lE.K..炭 素 繊 絛 に 上 る ナ ・ ・ξ

ン とnヴ タ ンの 分 解(2466).

lionncr、V.n:&KiロnevC.Rり 炭 葉 化 合 物 の 直垂妾

カ ル ポ,ひ キ シ化 反 瑁慝.亡III〕(2{02).

Braaten£.0.SCI.ark.G.F.,熔 融 シ リ カ を 遞.し;て

の ヨ.lcの 績 散(2114)」
.

Stanch.G.r:.iく.&,槻yn¥1.A・ 、夾 雜 物 の 存 義.に 於

Ljる カ テ コ ー ル 自 働 蠡 牝 の 動 力 學(?388).
.
Bk鴎kwaア しO.,Bゼ ユchJ.Y,S…PaulinyL,,C(xコ^.

Cq3-Cα3,CSCL,CH30a【92臣.cHso.φ 電

子 廻 霊疔(?693),
.C
alda'ell .J.R.S..lfay・ ・H.C・ ・Z・Sの 沈 濠 に飼

る.;存機 謬ヒ隣 剤(flacculatinFaE;cnt)(2372).

C・1δ・・uJ.a.&.ili・yerH..C..C・.か ら 伽 φ 磯

(G4i5).

Cann∫ ・V・&41uelluG.E.,A9(固),Ag.1(;τ 咳(固)・

CrO♂'電 拯 の 電 位(25251・

GorvellW・R・ δiBaUmb麗hx.L帰 四 償 のQsの 霓

IhRightR.E.&¥Viig.E.V.,光 化 學 。 黜1}
.lli
ckinsnnR.G.畿N占N.P.,CCIa.溶 液 に於 け る

t,に 侠bて 増 悠 され た る沃 化 ニチV%の 分 解 に對

す る波 長 の 彰 響.0382)・

Fio.yP・J.&Jubn50臨n.L・,¥Oの 分 解(26H)・

Fuoa..K・Mリ イ オ.ンの 分 布 の'fnositionCases(?sui),

Gilbor【E.C&BusLnellV.C.,ヒ ド.ラヂ ン硯 究

(?Gll).

GilchristR。&Wich。rsE...六 っ の 白金 族 金 屬 の相

互 分 敵 燥 作(8565)・
.Gl
ocAlcrG.&ThornyL13.,調 篩 され た エ ネ.ルギ

ー を持 つ 電 于 に俵 るIi.の 増 惑 分 解(2332).

IlahnFLL,昇 汞 牛電 池 の 未 知 の性 質 と臭 牝 勧丑 沃

牝 物 混 合 物 の 測 定(?537),

FlomoH.A.&--amisns).B,,ア ル … ン酸 リチ.ウ..亠.

の 生成 と組 成(2434)・

T-DtlieG.F..Funke∫&};itlelH.,cno,Fe203漉

合 物 よ リカ ル シ ウ.ム.フエ.リ ツ トへ の 縛 移 中 の磁 性

的 及 嚼 嵯 的 變 化(ago),

∫ohnG.位Je]en.F.G.,.;1及T訊 ハ ロゲ シ牝物 の

膨 張 係 鼓(2u3?)・

KoltoB:.LM,&LingaueJ.」.,H6.'/H6に 俵 る §Cy

滴 定 の 正 盧 度(23ii).

IColto(f.LMI&・ 』.R【nenblumC.,新 造 結 晶沈 激 の 熟

成 寥舮`二起 る構 造變 化 〔、っ(2573),〔Vl〕(2δ77),

la¥fcr、 ㍉K..&.!岨 田¢「aI.L・,Br酳 酉凌萄齷.とSg(〉,ノ'.と

'の反 慮 の 効 力 學 に承 ぽ す 非電 解 質 の影響(x863) .

LaDferV・h・ 達 .逗與亅くτ3τP.、レ,ヂ ア 噸 トンア 〃 コ卩

ル のDeal己olisatioii.に 於1ア る活 性 化轍 の温 度變 化

(48i4》 ・ 鹽

1,icbba(sky液@s":'Ln;合 金 の構 造("857),

TlacgLutcrou..Af.・AbbOLt丿 ・E・a=YeterzC.点 噂邇

期 的結 晶 に及 ほfす;三 の 因于(.A509)6

M訂 。neヲ　㌦・高 温 度 に於 け る二 鹽 化 エ チ レンの シス

。トラ ン ス異 性 腫 の熱 的 雫 欝(?3D7) . .

31diain∫ ・.w・ ミ.Q'5u【1iド鋤C.M.,透 明超 遑 心分 離

翫 しTの 窒簿 除廻縛.wp,(263!)・

StunirR・ 』E,達CooA.、 、PrA■ 臣 ヂ フ エ.昌 一 ル
,ナ7

.タ レ ン及 ト リツ ェ 三 ル メ タ ン とP・ ヂ ク ロ ロ 吋 ン ゼ
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。憲 縫 縲 藩。蠍 岬 ㎞ 二(asst).num6cr)}

Pagel耳 ・.馬1:.NogreWζK・&.Kelleyu.T.,水 和 酸

化 ゴ〆 ル ト.の脱 水(2施2)..

Paulmg.L・.氷 及其 他 多 少 疎 な.原子 配 麹 を持 つ 結.品の

構 造 と≠ シ ト ロビ.イ(2680).

.PantingL.&llmckmmL(工 ・.軍斯 毋 于 の 蒄 子廻 折

の 震嬲 の ・adia]distri6utii.n..meth・d.(2β 鋤.

MaulingL..Br㏄kway.LO..,fBcachJ.v.1原 子 内

距 離 の 畢 結 令・一二 重 結 合 の 共 鴨(2705),

RussellW。:W.&GheringLG"銅 觸 媒 表 面 の性

x(?u44J.

騒m・els・nG,J...$7{romnD.・ ∫ら 水 鍛一釀 化 水 録鉋

禾11フKEL&f七バ リウ ム及 オく酸 化 カ ル ≒クウ ム電 ξ巉.(罕711)。

Schierho(IZ'O..J..&.StapleM..工 ・,二 三 の グ ライ コ

」 ル類 の 蒸 氣 壓
.(軍09)・

Sc6011A. .W三.Hotchixon.a.w.&.Cb跚 司㏄.G.C..

.硫酸 の 活動 係 數(3543) .

Ska口E,L.&RoyceL.Fり 有 機 化 合 物 の 構製 と物

理 的 性 質 〔x〕(2437)・

SkaaE.L,&McCuL'aughR.,同 上.〔Xll〕(2439).

SmiILS;β,,.S吐 町m.W・A・.s. .Ely.L.c.,フ ター ル

酸 サ.テウ.ムーフ ター ル酸 一水 系 の 梺 衡.(2406).

Storch耳,..H.,.3チ レ."-重合 の動 力 學.〔11〕(35fl8).

Thomas.んW・&KremerC..B..有 機.9昌 オ シ と鹽

基 性 顛 伽9.ウseド ・ ゾル との 戊懸(2538〕 ・

Wa里denG. .H二JL&Cohen¥1.u..玳 酸 鑒 混 入 硫 酸

刈 転 沈 濠 噸 灘 的性 質 のX線 研 究.('3691).

Wie6eR・cTtemearueT.FL,100。.1.加 壓 下 の液 饐

'アsモ: .昌7㌧ 水 素 漫 合 物 中の ア ム.モ昌 ア 及plcの

謁トヨF酉己容(26ql)よ

J.Chem.Phys.

No:11,VoL$(1935).

BrξckΨeqq6.77RG,,.Scott..R.R'.&;Taplor.'H.s.,牙..ル

ト及'ぐ ラ.重永 素の 譲 氣 蹙 の:難(δ53)・

Rarkec.E・E-3Sle3cncN.W.,:.重7kの.赤 外 ス 」ξク

トル(660).

(,ordyｫ一..嬉Williamsn・ ・.シヤ ン化 物 奥 チ オ シヤツ.

化 物 の 赤 外吸 收(688),

Gin:6urg:1 .V..&BarAerE..F・g重 水 素x｢ル の示 外 吸

壊 .sペ ク ト.'セ(6駆)呷

Hih6en.」 ・H・ ・.蓚 酸 の9zン.ス .ベクfh..(srs)....

PlyleiE.K二.&B3RE.SL.無 フ瞭 醸 とフ琴
7との庶 感

逋 度(679)」

Al　stinJレB:&=… 一Pie潤CH.11。 ∫r..20牌600『 間 め タ ン

グス テ ン酸 暫逵 の線 膨 脹(883).

Bau¢r.S∴H・.&宜ogness.T・.R.,質 量 ス.ベク.トル に よ

h決 定せA.q鞄CIの 電 離 遏 程 と成 黷 體(687)・

耳aikios{V.D.,Carmw.E.F.&Rites.H哩E.Jr,,水

面 上φ 一 分 子膜.〔1〕長 い舜 子 の …賄 壓 .とボ.テン.シ

ャル,ω ・HydroxyDecanoi¢ .AcidのIb韮yinec(692)).,

b[axwellL.R.,Hendricks:S,B.&MosleyV.'1L;葦;

斯.に よ る電 子 廻 折(699).

Bsdgec.R・M.1分 子 の核.199E離 とfnlce.coロ ・匚ant.と.

め隠 係 ・.並び に その 多原 子 分 子5の 慮 用(7工o)・

Mcliay耳 ・a・.C・,熱 力 學 の一 般 的 符號(715)・

¥fullikenR・.S・ ・.分子 の 電 子 構 造[stcユ 車醸 三 原 子

分 干 持 にCO2..(7£0).

Helr曲blz.,;六 方 最系 沃 北 銀 の結 品 構 造(740>

FlugH.P.,P和 醜thaneの 分 子 構 造,沃 素結 合 手

共 嚊 とDllodoct6yicneの 分子 構:w之 .等結 品 整

7内 の分 子.1*acking(1'll).

jionsmaoC.H..g¥elson..R.a.,趣 イ オ ン.の存 在 に

於 け る水 素 の澄 失(ii4),

YostD.¥1、gAnderson.,,F.,AsChの ヲYン 貞 ぺ.

タ トル(ids)軌

No.12;Vo私3にg35}.

Nd蜘 且Hg.&WulfQ.k.、NQ,moo,及1ちO混 合

.鞠の紫 外 吸敦(:/0])・

TealG..K.一.?facWoalq.Err同 位 元 素 分 子.Hy

恥 友D・ の ラ マ 淋 ぺ.外 〃(76・)・ .

lVigoer.一E:&; .HuntingtonH・B.,水 素 の金 屬 的 同 素

體 の 存 在 の す能 性.(7fi4}.

lGI。蜘61&磁1・i・ 潭.,杢 間魏 效菓よ卿 定せ

1る 電 子 親 和 力(771).

is【
e畠ms.・E・&Eyring ..H・・.非斯 熱 屎 慮 ・.r『皇Qの 分
.解(7了8)

・

EgtingH.,G貿shiコowiヒ 轟.&SmC・Eり 均 ド 系 原 子

反癒 の 羅 對 反應 遘渡.(7呂6)・.

Morris∫ ・C・&YeaseR・h.・,水 素 及 溶 ロ..ゲ'-間の 甚

礎 厚 曝 の!蹴 的 活性 隼 ヰ ル ギ 吻 線 書猷796)・

Van41eck.玉H.,驫:lullilen: .及Slater-Yaul:ingの 原 子

鎮融の間中群諭的關係lISQ3),原 子儼力と鏘聾と
.磁性(807) ・

L
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1

1{qwa越 」・.BηKyFe.(CNkの 圭 羣 磁 峯(813)・

CrossP.:C.&RrockmayLo.,so..CS2、 及COSの

分 子巷隼竃(821)ピ

CmsSP.C.,硫 黄 化 合 物 の熱 力學 的 性 質 .⊆耳1〕SO;,

。濫 望3識 漉 い 、(。品 鴇}
R面 。b聡hW..H.&C。okeT.G,.鹽 椿 晶 の 簿 導(834)・

R副icho.&S匸 【irksW.,CsHs:の 振 動 及CaH』Dレ

CoH.D..の ラ マ.ン.ス ペ ク ト ル(834)・.一
・ 亅

...Chem.Soc..一'.
Oct.(193a).x

SU}1CIr.C.,緩 慢 反懸 の 動 力 學 及 英 のFン トv.ピ ㌣

變 化(1393)・

ノLmnこa厳■匸5hna皿S.V.&1㎎01dc.h..ニ チ レ ン誘導

齣 贓 反囃1碑 紛 黴 分 の躑 〔iiり.磁

.にBr,を 加 へ た瘍 合 の 責驗(1396).

晩h.A.8P齣 ・kD・H.,丿 ・・ゲ γ舶 物 の 颶

姓〔町 反慮逋風 活性伽 ネ皹 峨2:4・脚 や'

Lronwixnzeoe.と 二 三 の芳 香 慝 第 一 ア こン との 原 難

に對 す る確 李 囚子(1410}・

Singha.sPnrntkD・Hワ ハ ロ ゲ ン年 台・物 の疼 曝 憧

〔IV〕反 慮 速 度・活性 牝 ニ ネル ギ ー及確 崋 因 子(iav〕 ・

¥[acdougallG.sDaviesC.R'・ ・沃 素 酸 刈 ウ ム.の

疑溶 液 に對 す る溌解 度(:a畳6)・

¥ayloxCA&Wh啅c1嘘rR・ 、㌦ 天 斯 の燃 烽 〔,.〕 加

熱 表 面 に よ る燃 燒 低壓 に於 け る メタ ン 及空 氣 の

混合 勒(1425>

FriendJLN.,¥V及Nの 硝 酸 鹽 及 其 等 の 永 に對 す

.る溶 解 凅匡 〔1430)r

BellR.YcSArmdd¥1.N.V.,TricfilmoaceticAcid

の 氷 嬲 矧 二よ る 研 究 及 勘 ぺ 河 ・及.Di蜘

溶 液 に於 け る水郭 伽(1脇2}・

菅GarnerW.E.&VealF。 ∫"熱 電對 興 空 カ ロ リf

rタ ー(1136)・

Thompsnn】 七.竇.血FrewinG∫ ・」・。Acrelde4ydcり

.熱 分 解 の 動 力攣(1443) ・

・n且ompsonH.、v.&Linnet巳 ∫・"㌔ ・AcraldchydeQ

ス ベ..ク.トル,螢 光及 光 分 解 〔1452)・.

1tiddletonA.W.&WnrdA。Vii.,硫 化 昌.ヅケ ル.及

・パtiFの 繊 雄 質 〔1〕(1450)・.

CazE,G.,丶Va=dI⑩W,3Nebaterli.C・,Q…1ri60・

vnient.¥i,Pd,2更.rcのPlonacConfiguration及 芙

のDilhio-oulate勝 蕁軆(14i5)・

DrewH.D.K.3Landquis[f.K.,tiufropicSeries1.

.於 り る 混 合 熔 融 お(1430)・

且ngoldC.K..&¥CohrhennH.【LG殉.組 成 菌 干 が 関

1係#a(:
arUoxylie込tεrの 加 水 分 解 の 機 構 〔V.口〕

:Cy'do-prnlaveditubnxylicEs宦 ヒ「分 于 の 大 き さ の 計

算 に 就 て の 吟 ま(198.)・

癌,Garner¥P.E.S:4ealF」1,・ 低 壓 室 温.に 於 け るZロO.

及Zn(》 一C堕03上9)天 斯 の 吸 着 熱(148;了)・

13nm(o:dC.II.&Nor』h.R.G.W.,第 一 女 光 化 學 反

瓢 〔Vli〕i50.Valaaldehyde及Di弔gpropy乳Ke【one

の 光 分 解 ⊂isat).

R'assrrmannA.,二 重 結 舎 に 對 す る力戚 機 構 〔iI〕二

つ のDiue合 成 の 立 體 過 程.(1511}・

1hylorW・.苛 性 曹 逹 と ニ チ ル ア ル,r.ル 溶 波 に 於 げ

る.Bromcethane.と の 反 應 の 動 力 學(1514)

Nov.(1935)?'

KingA.,Ja田eeF.W;,Law50ロC.G,SBf』 ¢oe1.L

V∴A・,重 水 の 擾 揮 吸 着(lbda).

>lannF・G・&F'uidieD・ ・錺 傘 屬 騒 の 構 造.〔HI〕 簡

箪 な る ヌ.は 礫 な る 化.合 物 に 於 け るlL及Hgの

Ihrachm(154)・.

DrewH.D.!:.&'fttssH.」.,Magnu5鹽 の 赤 色.及

青 色 形 に 就 て(Lu31i)・

Ili照hoh・andC.N.&Legard:,.R.レYxテ ル 化 に

説欝 讐 ㌣鰹謙 於。、譏隰}
Emelcusit.1・&∫ ・lleyl.. _f.・Jlcthylami・e.及6tLylami・c

の 光 分 解(761?).

Ger臆mnw.L,Jo匠 恥yG.}L&Vogヒ 邑A..1.,有 機 醸

の 解 譲 恒 數 〔Xlil冫 二 三 の 瑛 状1;尹 ・Dira.b,xylit

.nｫaの 第 一x.及 第 二 吹 恒 販(16滋)・

耳16C1レB.M,&N6而511R.r;,W.・ 第 一 次 光 化 學 反

應 〔VUI〕 きτe1hア10,1鱗 ヲIKe[oneの 光 分 解(1638}・

MannF.C.CroxFuotD.,GauikerL.C..cWooarer

N・域 る 種 のDiamin。palladium化.働 の 髄 及 配

盈(18a2J・

Aud<[sonK.D.,CrumplerC.J.SHamicl:RL.,

NiIτ050・i5ΩpropyI融O聖to勤6及 β・`iltosn・ β巴・dimαhyレ

Lexsneの 光 分 解(1619).

■
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NｰS,Tome32(1935).

TiInmennans∫ ・e【HennauGRolaod,萬 甌 物 理 化 學 度.

量 奄 局 報皆6ア11)鰯 の.有 齢 働 の物 哩 恒 歎

(SOYA.

距ch皿d瓦 純 梓 物 質 の 固 有 郵(ja)・

H叮ChiliCheat'酸 酸 エ チル のi.oゲ ン膀 導 膣 の ラ

マ ン箔 ペ ク ト〃 に於 け るdepolvisalionの 測 定(mil)・

Ψ罎derWykムetTieア 。r,;,H..有 機 物 翻 夜の粘

度 の.精密 測 定法(昏 釦 レ

Hmag瓢i.¥ga感 光 性;有機 物 よ り成 .ろ電 趣 の一 艨

性 質(569).

¥ikifomv¥¥'・h・ ・遏 期 反寒 に對 す る光 の作 用(醐),

Nｰ9,Tome32(1936).

丁蝋 匸u。r皿nJ・eし}[｢ppppt-R61a霜 監.萬 固 槍理 化學 度

最衡 局 蛾告 〔VI【〕 背 質d有 機 化 合 物 の 物 理 恒 鮫

(紙)(う 鋤 ・

Boutari¢A・ ・ 多 孔性 物 箕 に俵.る ヒ.ド ロ ノル及 有 色 物

xの 吸 收(618),

ilu6ulecu耳 ・,.溶液 の双 趣 于 理 論`639)・

lxmarchands31.eiCunMrsL,・ 擁 雄 合金の表

面張力.に關する質貌的研究(657)・

YikiforovW、K.レLsmailavh.一.ec..S鴨domi瓢ky

S.S.,沸 跳 及 融 漫占.と分 子 最 閤 の 膿 係(670)・

J.尸hys.Che叩.

No.7,Vol.39(1935).

14"hi`eH.L・S310naghaロA.,電 氣 泳 動 度 に影 啓 す る

因 于 と見 銅昏Gひ嘩1野・電 位..(9%),嚢 壽融 せ る及び せ さ「

る確 于 表 面 に於 け..る電 氣 迴 助電 位 差 の比 鞍(935).

0【t∫.M.&Rcepke羝H.,砂 塘 及hCl溶 液冏 の

junuinn..potential.(9{1)占

F:ollhoN.1.M.&TomsicekW.」.,K6Fc..(CN)6一

.K
}Fe.((潔 》麟.系の 種 々の イ.才ン彈 度 に 於%E酸 化

電 位 く駸5),1ちFe(CN)6の 第 四電 羅 恒 鮫(略 の・

3a聖】erS.}L,簡 翠 な 乙質1量分光 計{959}・

Coulし.」・&翼 心P巴ILβ リ イ ソア ミ1Lア ル 雪 率ル 鴨プ".

哩艨議懿撫 蠱}

B㎡99・1厭磁 邏壓測定1二よる蛋自質の分午姻 定.

.に於 け る.DQnn瓠 敷 果 に封 す る.實驗 的=賄正(983)・

Tay']arT.LcC岨 εW・!1・,.銀 ゾル に對 す.る.天斯 の.

彰饗. .(997)・

PezrceJL}ξ ・.&B噫 τhe髄k巳し・寧・・ 二 三 砂有 機イ七合4海

め滌 能 攀(1矚)・

Li輔 ロ9sを{項・R。』忌tinmbergerC.E.～X線 に よ る硝 孑

.の着 色 の邇 動 學 的 解 鐸(10重1)
,

¥¥'arkE・E・&w詠1・w・,浮 游 撰 横物 理化 攣 亡VI〕

靴 卸 よ る7・ ゆ 蝿(1021'>

Seo質 んF.&BridgerG.L.・ 溶 液 中 φ 漆 質 の見 掛

けの 盤 穣.と壓魑 崋 てロ〕L℃1及LiAxの 濃厚 溶 濠

認 徽 乢(。1,JmAA,.齢 瓢1罪ll}

No.8,Vol.39(1935).

Mali。zem。唄 ㍉ 膠質に近い大さの方鍛籏及塚銅演の

po電閭5iu皿amylxanthule及dmylDixanthogcnに

膿 鸞烈 蹴 淋.蹶纛 黝
[ieisigG.K.,ボ ワ メ チ レ ン に 封 ナ る ラ ド ン の 作 痢2

チ ク 囗 ペ ン タ ン及 チ ク.0ペ ン ラLン(1067}.

13ce6・R.A.C・G。 】dorise・s・ 繊 せ 確 基性 過 鹽 ,

素 酸銅 の 組 戒の 電 魚 謫 定 分 析 的 證 网(19言5)・

UpannF・W・ ・Fluc▼嚀E・A・&A!b¢r巳W・D殉 マ ン

ノー ズ果 の 二 三 の化 合 物 の ア!L9一)Lへ の 溶 解 度

。繖 鉢_、,v盥 鰹ワ㌘う}
T"y置M.H.A・&JuterLockF..E.,ト リニ チ ル ア 量 ン

の 熱 分 解(1103).

Reyert⊂inL・n・&Yロ=[rr:S・ ・ プ"パ ン の 鹽 素 化 〔11〕

不 均 一 系 反 慝(ull)・

ILoLinwnR.A.ffiPeakU.A.,aluminiumalkyl

oxides及.そ の パ ラ コ ー ル(11?b).

poundj・R・ 達Wi!50nA・M・ ・.CH3COCI{(QH)C1.15

i7$.tT(1735).

II蝋e・w・H・&s電 …i..r一..宥 齲 趣 剤(i画.

Smil」A.A.&.ElginJ.C..イ ソ プvtH=一 テ ル

及 水 の 問 の 酷 酸 の 李 衡 分 醗(llan)・

旺町dC・B.&GritTanlく.L、 、 達 酸 ゲ.ノレの 廐 究 〔V】

ゲ ル 混 合 物 の アk;匿 イ オ ン濃 虞 の 決 定(11尹5,.

No.9,Vol.39 .(1935}.

ｵ"eiserH・B・SGnyG..R・,電 解 賞i:俵6ノ ル φ 凝

,1

4
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結 り機 搆 〔V〕S一 ゾル(1163)・

Hitc6cockD.1.&Do㎎ 加R.B.,蔗 糖 の加 水分 解

の遉 求1こ對 す る膨 糞 計 的測 定.(1177)・

PピrrアJ・Ii・&HerrmannC・v・lCH曝 ・Ng及 此 等 の

混 合 天 斯 のJouhThOmson效 果(1189)。

Slmykin1;.L,$alandinA.A.SPIdtkioZ.L,C;,HS

OHとK耳 』の 結 合 脱 水 反 慮 に 使 用 さJ、.混 合 觸

媒 の比 鞍 的能 力 〔1〕(us.)・

ShuykinN.7..Ba.andinA.A.,SDimocP:T.,Cpl[5

0Hと ア ニ リン.の結 合 脱 水 反 應 に使用 さ ろ 、.uLp.

觸 喋 の比 較 的能 力 〔1∫〕 モ ノニ チ ル ア ニ9ン.の 簿

媒 的 犁 造(1207)・

llnnnidiHkLY.,KohvaniG.S,,.&HamiJ.ri.A,,

ク ロム酸 鹽 に對 す るH.5の 作 用,K;CuO;(1211).

nnarr.r,.達Bh蠡rg民vaP!}ξ ・・蟻 酸 曹 逵 と1,と の米:

化 學 的 反 應 と化 學 反 應性 と光 吸 收.と.の關 係(1?3.D.

巌ale$,ni.,繊 維 素 に依 る苛 性 曹邃 の 吸 收(1215>

Kolloid-Beih.

Heft10-1'L,Bd.42(1935).

56ramekw,u.Su[tnerF=、 硫 化 炭 素 のrim下 亀.こ於

け るナ ル カ リ繊 維 素 の彎 化 のX線 的 追 求($Ri).

JosztA.u.尠 童alio5ki5..カ ラ メル及 糖 蜜 膠 質 の卑 較

研 究 ∫(36〒)・

Hungenbergde)ongILG..Meer].van.der,c.

BeckingI.G.31,B.,生 物 學 的過 程の 圖 解 へ の 謬 質

模 型 〔1〕甲殻 類 動 物 卵 の 艀 牝 及燐 脂 質 の 三 側 の 鹽

類 共 存 の作 用(3S4)・

LodermoscrA.u,SchwattF,,鹽 基 及 び酸 に佐 る.繊

維 素 處理 に於 げ る膨 穐 現 象 聶び 繊 雉 素 キサ ン ト.一

ゲ ン酸 鹽 に 及 ぼ す醵 素 の 影 響(408)・

PauliW。.u.R'eissbrud.rJ・.二 三 の 蛋 白 質 の膠 質 的

及 髄 繊 的 變 化 鯛 め闘 係 〔1V〕 轍 少 とア.ル

プ ミ ンの膠1質的 構 造(｢.9)・

Heft.1-5,Bd.43(1935).

Renoldみ,,'ぐ 一ム チ ツ トに 於 け る陽 イ才 ン交 換 特

に永 素 と重 金 屬 パー ム チ ツ ト(1)・

BuロgenlxrgdeJongH,Gru.工}ekkcr、V..ArL.,.親

媒 膠 賃 〔X¥V〕Koazereation(IDア ラ ビ ヤY4一

ゼ ラチ.ン.系のlomplezkoazenatlon(143)・

一
Kolloid.Z.

Heft2,Bd.73(1935).

.Kulpnku..Dehmmgと 鞍 化 を特 に 考慮 した る彈性

的繊 縫 のX線 的 研 充(129).

DiehlI'd.J.DI.u.ItzrwnG.cnn.jr.,Chitinuhen

の重 屈 折(142)・

GQrb註tschgwS;、V.翠 矗$ecemy. .A.B阜,〒 嬲1二 於 け る

重 い粒 于 の運 動(146)・

Lo【[er皿qser:,.t!.Gieset:.,吊 饗 法 を用 ひ 空氣 申の.

炭 酸 虱斯 及待 別 に 注 意 しτ攪 亂影 響 を 除 きτ 高級

脂 肪 酸 カ リウ ム 及 リチnム 鹽 矮 溶 液.の 表 面 殺 力

纛 認 勸藤 鱗 。細黼毳皺}
DanesV.Z・.9mkturkapillar粘 度 計(1 .74)・

YcskonN,u・AverLnch.S・ ・親 媒 ゾル の構 造 粘 性 〔リ

ゼ ラ チ ン ゾ ル(182)◆

ErbrτngH.u.Sakwnd■K.,オ ル ガ ノ ゾ ル に對 す る.

ア ル=卩 ル の 作 用(持 に ボ9ス テ ロ ー ル,彈 性 ゴ ム

及 醋 酸 繊 維 素)(1田).

PnpkneS..u・Tschwrlee-aM・ 、玳 酸 繊 維 素 の オ ル ガ

ノ ゾ ル の 電 解 宜 に 俵 る 凝 結.〔ii〕(za2).

AminnnG.ロ.mammonK.,ゼ ラ チ ン中 の 擴 散 とM9

(OH)3の 週 期 的 沈 頓(204♪ ・

lioberii.u.LitlmarF・.澱 粉 ゾ ル のFlock血ng5・

5¢h叺lelleの 燮 化(2】A)・

RljatchlwJu.;金 屬 中 の 膠 質4ヒ 學 的 曳 象1 .〔1〕 卍 中

の 叉 斯(a>a)・

Elδ 【IE.u.Sc6acho.cnkocTh.,ゼ ラ チ ン に1野 す る種
.

々 の 金 臈 化 合 物 の 作 用(236).・

liuchhulzJ・ キ!ンLゼ ラ チ ン ーゲ2レG皇 カロ)(?2i)・

Heft3,Bd.73(1935).

LangmuirLWBk魂 磁K..ti.,.單 分 子 薄 膜 の 研 究

へ の 二 三.の 新 法(2解)・

.Go【ba竜5chewSW ・,滴 粒 の 蒸 氣 壓(263)・

1細9らE・ ロ・KagelK・,最 大 氣 泡 壓 に 於 け る¥etz・

wihkelveτh鰍ni5の 圖 解(X88)・

RayS.,駿 能 方 程 式 の 理 論 〔269)・

PickaraA.u.PiekaraR.,ぜ ラ チ ン ゾ ル 及 ゲ ル の 透

.電 恒 數 と傅 導 度(2i3) .

.LottennosorA
・u.(TICSCE.,吊 癰 法 を 用 ひ 空 氣 中 の

.炭 酸 瓦 斯 及 恃 別 に 注 意 し τ 撹 亂 彰 響 を 除 き.τ 高 縁

1
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、

霜肪襲力,ウ ム.及リチ.ウム鹽慰溶液の表面張力測

、認 鸞1λ 。的¥til:nmitの譱 乱黝

Ri。k・Rリ ド蜘 ヒ物ゲ磁 醸化水廊物ゲル竝に蕪

め兩 性 的 性 質(hOO).

Ostwald㍉R'o一,難 溶楳 化 ゾルの 電 解 質凝 結:と解 質

活性 度.(301).

And=ian・ ・"Y.J.・,濡 潤 熱 とRodewaldめ 式 中 の恒 數

の 物理 的 意義(32S)・

Bロdnil:offP.P.a・Schtsch..1:aTCY3.L・A・,右 膏置 水 動

力 學.(839).
.W
olaro輌1蛭h11.'P..ロ.And'itscL6」B.,分 散 系 の鞍

性 と.可塑 姓. .〔V.III〕水 素化 脂 肪1の 鮎性 に爨 す る

A・.L.Batschinskyの 式 め適 用(339).

Monaセsとh.Chem.

Heft4,Bd.66(1933).'

Kゆ 丘ilrauchK."㍉r.u.Vpsilanti.G・.PLgラ.マ ン效 果

〔XLV〕 ベ ン ゾ ー ル 多 置 換 軆(285),

Rei【z.A.W.u.YiisilanciG.P.,同 〔X.LVI〕 べ.ン ゾ

ール多.鞏換盤 く299>

PongratiA.u,Srka.R..同1〔st.vn〕 ペ ソ ゾ ー ル ボ

リ カ.一 ボ ン醸 工.ス.テ ル.(3n了)・ の

Aohlnuchli..W.F.U.SfockmairW.,同 〔¥1.sm〕

.Lenzcesivre二.ス テ.ル 核 股 換 盤.〔316)・

KleinencA.,R'echs6ergド,・ ・q'age・G.・CEO;の 製

法(337.)P

Heft5/6,Bd.66(1935!,'

w誕d紬mEd乢 飽E・ ・ 暈 蠣 車 な る 蛋 蝋 の 構 璋

(35i).

Nature

No,3442-3950,Vol,136(1935).

E・F..A.・..酵 素 研 究 に 於 け る 進 夕(624>

Rideal.E.K.,重 合 と齢(8?8)・

DasannlcharpaB.ChiplonkarV,「1'.&.Saprc1"G.,

陽 電 子 隷,衝 撃 ド裁 る硝 于 上 ②毒 状 沈俵 物.(642)・

As眼4τ.R.K.,.jan-KwhL,&SamuelR」 ・ 騨0と.

.S
・0皇 の 訳 外 ル(6唖2)・

Ba2kocskf,M.&.Dolejnek.V"ArのL.登 光.λ ペ ク

トル(642).

CowleアE.(義&.P・ ・n・・。・ ∫・R・硼 鹿← エチ 曜 ・イ

ソ ア ミ ー 丿レz乏≡…ラ3」:ニ ル 燐 戛崋の 掣 拯 子 有巨李(fi49)・

GiriaviciusJ・&FlcyfetzP,.a.;グ ル タ チ.オ.ン に 佐 .

る グ リ ォ ク ザ ラ ー ゼ の 活 性 化 の 機 構(645)・

A塾9}≧nsW:R・9罫aile芝C・R・,Isckie・}1・P.&other:,

cansの 赤 外x, .ク トル と ペ ン ぜ ンφ 構 遺..(030)・

Luk:rskyP.&2aτcwaT.、 低 速 中性 子(GSI).

Gaik.(二a・ID.&Stovesj・L.,モ ー ル ス の 法 則 め 改

莨 案.w(682)・.

1CellstcdmG・, .空 氣 の 粘 度 と電 子 荷 電.(682),

Dingle.H., .x..ベ ク トル 分・祈.(684).

TaylonK∫"Smの 放 射 性 能(i19),

Alichanow:1.L,AlichanianA:hkKosadacw11.5:,

放 射 源 よ う の 陽 電 子 の 放 出(719}..

FinchG・1.&Qua・ ・ellA.G.,電 掬 細1唹 け る

`'cX[TS"瑛(720} ・

Vegnrd.L・ 固 體 駿 素 の 構 造(720冫 ・ .

Bu㎎ersw・G.sAmslelJ・ ∫・A・P.van,1電 子 顯 徴 鏡

に 依 つ τ 見 ら れ た るFeの ー`了.暫 移 の 活 動 寫 眞

記 錐(721),

BamcsH.D.,ヂ ベ ンY:ア ン ス ラ..ン に 對 す る分 散

劑 と して の.セ シチ ン(756冫

$irkarS.C:,液 醗1:於 け るRayleigh.線 に拌 ふwing

。apneurdW ..P.S。 、1両 贓 。襞 謂 暖}

StephenR.A・.&IlamesR・J・ ・宝線 粉 末 干渉 圖 を得

る輔 こ術(793).

NeissJ・ 。染 料 の螢 光 を溶 濱 中 のFe++に 俵 つL,9

す こ とに醐 連 す る光 化 學 反 應.(i94)・

KUD;工&吉 【cLea晦A・ ・電 暑 に於 け る溶 液(n=ヒ 峯 的

旋 光 力(iO5).

B娜 臥 雌 學的市法に俵る同位H琴 卿 離(η6)・

r【c臨…nJ・C一,&R・ ・呻."田 ・ 中性 子 衝 擘 .に俵 り

誘 費 され る.球種 の 稀 土 族 の放 射 性 能(831.,.

ri冂c}lG。 .1・,,・extra',電 子廻 折 圃 .(832)O

IIandamiJ・.S.,..doubly-icnis｢d.SbのSク トルの 超

徹 拳置構造 と(;mssstructure牙 析(836).

Bnckovsky'抓&Polq5ek、 厂・,長波 長X線 のReversed

.A孀6τpt五6ロ&lgnsの 生 起(836) .

EhrtribecgW.・ 中性 子 に 依 る核 の 勵 起(8iO)・

'1'eic6mxnnIL ..G面na雰her型 めSparkcounte[の 爲

.の箇 單 な.る リ レー(8.1}.

BhuranH..C・,反 磁 性 受 磁攀 に及 ぽ す光 の 影響(8i2;)・

)iehilleH・w・ 蔵 斯 と固 艫 とφ 指互 隼 用(899)・
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DempsteiA・J.,葦rの 同 位 的 構 造(nook.

Q弓den .G・.酸 素 同 位 腫 の 電 解 的 分 離(912)・

LipinanF.,Sc6ardingerの 酵 素 製 造 法 に 佐 る 伽 ・

7.uma,'eの 酸 化 に 俵 る 不 働 牝(913)..

CillamA・E・&E1 .Ridia.・.S・ ・ 草 及 バ タ ー 中 の.カ.

・.チ ンの ア ル ミ ナ に 佐 乙 吸 着.(979)・

1斡 隅W.R&Sadllcr1_、n.の 可 塑 性(9】u)・

1:atalinic¥i..液 彊 の 二 滴 粒 岡 の 階 段 的 融 合(sis)・

P"nel11F..i・&1詞oiIH・ ・元 素 の 人 工 的 變 化 の 牝 學

'的 確 認.(9狗 ・

Natutwiss.

$eft4249,Jahrg.23(193b)ニ

R'irtr,:..ホ 素 及 アAモ 属 ア 問 の 重 水 棄 原 子.の 交 換

(iｰ1).,

¥ord.F.F.u,1飆 畢F.E.Mり コ 卩 イ ドの 聚 合 状

態 と分 子 量(722〕 ・

Sbu6H..凵 ツ セ ル 鹽 の 透 電 的 異 駿(〒28}・

IIUSSemW.,giahcrx・u.GrunerF..」 。二 硫 化 珪 素 の .

構 造.【 了40)・

Kienlc.H・.寓 眞 光 度 測 定 法(759)・ 寓 眞 乾 板 の 黒 燮

法 則(762)・

IlalleF.u.IhfmnnnW.,葦 リヴ イ ニ ー ル ア ル,.一

ル の 穫 網 駿 廻 折 圏(770)・ .

PantF.,ア ゾ}タ ン 光 及 熟 分 解 の 初 期 反 臨 ..(eni)西.

ノSd・ 酬 ・g㏄R
,量 干 力 學 の 現 在 の 地 位(807,523),

Alcxomilox凡U.,二 重 于 に よ る 重 水 窯 の 破 壞(617)・

Ikrgcr'E・ 匹GaffckcnW・ ・請 子 の 溶 解 速 度(817),

dlmmlH.,SchdzI[.u.DectcrtH..Ks,R.O;.4H.0

の 生 成 及 存=在 條 件(Bat).

StrmnnanisV.u.ievinsA.,DetrgeSlrerrer法`二.よ る

照 角 と整 于 需 厳 の 精 密 測 定(833).一
Phil.Maq.

No.134,Vol.20(1935).n

且く匚留mporeτQ㌧ 昏纏 に對 す る.電子 レン ズ の使 用(rya)・

、¥'heatcroftE.L,E.,輝 光 放 電 の 瑾 循(578).

贓 職 非蠍 黼 二於・・水・隴 〔1〕・1

tF・(鵑 り ・1
圏

Keimann.A・L・ 消 らか な る.タ ングxpン と.酸素 仕

9ン ゲ ス テ.ンとの 聞 の 接 觸 電 位 差(spa)・

DlacCadaneA.齔HanleyH..メ チ ル ア ル"ホ ル に於

。黙 饗 嬲 祭顎,,騾 蓬}
FreucisDi.&Da・Tcha㎎'1● 。・放 射 能 元 素 の ア クチ ニ

ウ ム屬 のRranchinsRatio.(623).

JnpolskyN・$・ ・棄 粒 于 の 理as.〔H〕 電 磁 氣旋 解 及 素

粒 子(幌1).

PrestonG.D.&Bir㎝ ロ5hawLL,金 風 のRtltiこ 閣

す る研 究 〔口=〕銅,眞 翁笛 アル ミ昌 ウム ー眞鍮,ア

ル ミ轟 ウムー青 銅1マ グ ネ シウ ム.及二 三 の マ グ ネ.

シ ウム「合r金r{705〕.

11'alkeFI..」.,鐵.コ バ ル ト及 二.ツケ ルの核 髪 逵(738)

HarperW・R・,大 な る イ オ ンに對to結 合 係 歎 の 理

論(.an)・

No.135,Vol.20(1936)x

OwcnE・ ・、・翫PτckUpL・ ・高温1;於 け るAl・Zn合 金

のX線 研 究(761).

!qeWm3nF.}L・ 空 氣 後 擬光(777) .

Bc麗hi㎎R.、 ダ イ ヤ モ ン ドの(117)面 に よb生 す る

電 子廻 折 圏 に關 す る定 量 的 及 定 性 的 観 察(841).

ChinchalkarS.W.,稀 土 短 の常 磁 性 鹽 満 液 に於 け .る

Aingnetic$irefringencc(85G).

!No,136,Vol.20{1935}.x

ltrindtev`}・W・Ni,Cu&2nの 厚 于 散 亂 因干(865).

RrinJlcjG・W・&SpiersF・W・ ・銅 及 呂 ツケ ル粉 末

に於 け る格 干 歪 .(882).

RrindleqG.W.&SpiersF'.、V.Cu-Be合 金 に於 け

る絡 干 歪 のX線 調査(893〕 ・

ISmseI[.1亀SKegsbmr.F.・ ・ メ タ ン分 干 と緩 慢 電

子 の衝 突{90:).

}lilR6G.SIIpGnetteへ.G., .Sh-Sbl殳Sn-A5系 に

開 す るX線 研 究(913)・

GemnntA..Elcctretに 駟 す る最近 の 調査(929) ・

Woo己W・A・D電 解 析 出 昌7ケ ル稜 覆 のX線1二 よ.る

調 査(964)。

1.cuisT・ ・電 磁 場 理 論(1000)・

(3ebbiuJ・D・SSfendciswhnK・,Io。li以 下 の抵 抗

に よ る渥 麟 定(10?5)・

lirindleyC・¥t',SSp… εrs1孔W・,絡 子 歪 丑 光 化 畢 的 着 ・

色 に 踊 す るKα 粉 米 のX線 的 ゑ 磁 氣 的 測 定(1041)。

No.137,Vol.一20(1935).%

Whi己`ling監q囗R..&、¥'oodra⊂ レ(eE・G.,II軽.¥e及Aτ

の 電 子 ニ ネ ル ギ ー損 失(1109),

1

1

「

1

」



L

物 理 化 学 の進 歩Vol.10.No.1(1936)

ss 献 集

Data:s:sDeb31}當 磁性 醗 究 〔111〕常磁 性 の 結 晶

艮溶 液 に於 け る光 吸 收(1121)・ 冒

G㎎a量eD,v.s:IiothariD.S,,液 饐 金 認 め 表 面 張

力 の 理 論(】136)」

Owen,F...A..&Pickup,.・,.Reの 絡 子恒 數(1155)・

Po■to「:a."㌔ 臨界 點 近 癆 の 表 面 張 力(1163),一
Phys.Rev.

No.8,Vol.48(1935):'

HetzlerGW,13nremsnI<・.w.&BurnsK・;眞 空 中

に 幹 け.る 亜 錯 弧 米 の ス ペ 外 ル(656)・

K祕terIL31一,銅 のYネ ル ギ.一 帶.(G69)・

。
R'oodbridGe .D.r,.,醋 酸 ア ル キ ル の 反 磁 性{¢72)・

fSanlxcgex.C・L,,不 働 無 骸 構 造 の .ニ ネ ル.#一 水 準

・調 ∴嚇
。。陰,。.蜘 粛1黔

B匹o£hF.ξ 廴Br黙1b㌻聴RN.E.,擘 分=jF自勾電 干引藺獲 の

機構(GR9)・

13ahrV.,物 理 的 實 在 の量 干 力 睾 的記 述 は 完全 と.考へ

・鱸 撫錨講驫}
Henbem.G.&.1`tt亘egerII.,.赤 外 寫 眞 に よ..00皇 の

籔.ら し:き 帶 ス ペ ク トル 〔70$)・

No.9,Vol.48(1935)x

L:mntzP,(L,重 水 素 化 寂 り,;ウ ム の ス ベ ク トル

,課:。 錮_。 素。。紫磁 襲 ㌃}
Cavhman.R。 」.9: .lluafordW.耳 η純 マ グ ネ シ ウム 及

氣 膣 汚 染 マ グネ シ.ウム の光 電 的性 質(i3.り'

Banntr.T・.w.FBmba]aW」 〉,・,二重 子 に.よ る リ

チ ウ ムめ 崩 壊(才 堅2)・

F心翼!Lz. .魯 「tabiI・.L・ リチ ウ ム・ カ リ ウ亠,ナ ト り

ウ ムφ 核 能 寧 〔796)・

Nahlin:曽 創inI1,BsRryロoklepr:A"モ リブ デ

シよ.h .の.陽性 及 陰 性 熱 電 子 放 出(751)・

¥largeusuH.,.ス ペ クFw線1.=對 す る他 種 互 斯 の壓 力

效 果 の理 論(i55)・

F蜘kA.セ.Sm÷+÷ 及 びEu+++.の 憂 磁 拳 と9mt+÷

の轄 量 に封 す る結 甜 の 彰 響.(7da)・

Curti>.H、 」,R..FrickeH・ ・コ"イ ド溶 液 の 高 周 波 に

於 げ る覚 氣 博 導 度.(了7の ・ 一

No.10,.voi,:48に935,メ

R。llefwnR・&』Ro恥SOnA・H・.赤 外 に於 け る.xci

。糊 謦黙 。。、し,蠍 。鼎}
P.udnickI】 ・,水 素 の ス ペ.ク トル 張 度 の 計 算(807).

V訊τneyR・VSLρcbL];・,氣 體 の 光 電 離 .〔822)・

No.11,Vol.48(1935).x

filrnaxd、 、=既&tiidsen.II・H.,併H引 め 赤 外 吸 壊

ス ペ ク トルX661),

NielsenA、TL.&慚elsenEI.H.,メ タ ンの 赤 外 吸 牧

帶(BG4j・

Jolm冓tc旧M・&Uennisaロ 「)・¥1・・對 穰 分 于 の 振 動 と

廻 嬉 と の 相 互 作 用(sca).

LamarE.S.,SamwoG.W.&(;nmpWnK.T.,核

研 究 用 高 電 流 イ オ ン糠(sse)・

AridgmanP.、 Ψ..δ0,000kg/c山2以'rに 於 け δ元 素

の 多 形(893)・

PeenbergE・ 殴ICnippJ・K・,核 内 の 力(906)・ 噛

1'uungt_ム ・・核 粒 子 の 棺 互 作 用 に 就 τ(sts;・

R.oxenII.,Uesiraula.SDnchesneJ・,硫 黄 の 帶 ス

ペ ク トル 中 の 解 離 齣 效 果(916)・

No.12,Vol.48(1935).%

Kaonｫa<<..謹WatsonW.W.,赤 外 に於;,る 水 素

化 バ リ ウ ム の ス ペ ク トル(937).

illartion.C..SeIIの ス ペ ク トル 分 析(X735),

1{irkpatrickD・L.&lalautF..・O・ ・黛 鶻nFの 倍 調

吸 」臣帶(945)・

.BoneP.H,YDLmgし...&1{aLlrwitzF..S.,r干 波

..動函 毀 と エ ネ ル ギ ー 決 定 用 表(P46).

Ceplcy¥1.」.&PhippsTlE・,Rン グ ス テ ン上 に 於

け る カ9ウ ム..の表 面 電 離.(aso).

Physik.Z.

Nr.19,Jahrg.36(1935)."

P.ahplerEっ ブ ラ ウ`-ffi動 の 肉 眼 に よ う.觀察 にっ い

Y(643). 「
FrankJ,.携 帶 用 象 限 電 氣 計(sa了)・

G7055R.,分 極 電 壓 測 定 の新 装 置(648)・

HいfmannP.0.。 寫 眞 現像 堯夊身匙(650),

Nr.20,Jahrg.36(1935,".

」諌obムLu.FritzW・,水 の蒸 豪 熱 と202Kg・'cm含 迄

の胞 和 蒸 氣 の比 容(657)・
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SlcinuK.ド20,38ｰGに 於 け る永 素 の 同 位 元 素 混 合

物 の 蒸 氣 壓 の 時 間 的 櫪 牝(659).

Nr.2i,Jahrg.36(1935).'

Thei面nヨH.,光 電 池 のaiuolut.Eicb㎎ の 筒易 法

(683).

RuchheimWり 液 體 の ラ マ ン效 果 に封 す る分 子間 の

作 用 の 彰 響(694)・

Yn「lingF'P重 永 よhTah素 の 製 法(/11).

Nr.22/23,Jahrg.36(1935).*

〔第十 一 囘 ∫蜀逸 鞄「理A匹倉,於St"tヒga【 ら 自9月22日

至28日 〕

〔1〕・ 固 體 の 電:子及 イ オ ン傳 導(綜P演)

G・d伽n臨xb…kyW・
.非 金 屬 固 醴 に於 け04

オ ン及 電 子簿 導 の 問 厘(概 説)(717)。

WagnerC,}イ 才 ソ及 電 子 隠 導 の 根 底 た る イ オ ン格

子U於 け るFelllo面nu㎎ 渦chヒinuo9〔721).

41uudP.,金 圃結 飜 格 子 に於 け る電 子邇 動 理 論 σ2δ)・

de1{ronigR..イ ォ ン格 子1こ於 け る電 子 項 の 問題 に

對 す るX線 分 析 の 寄 與(729}.

P・,h【.r..W・・ハ ロ ゲ ン化 ア ル カ リの繕 晶 に於 け る電

于嬉 導(i3?).

(EiozelvortrSgeは 略)

〔【り,宇 宙線 と厚 子 核 物 理 學(綜 合 講 演).

RlackeヒcP・>f.Sり 宇 宙 線 の 同冠(773)・

恥 【LeW・ ・入工 原 予 變換 の手 段 と種 鬣(77の ・

じ・Wビizack¢rqF・ ・原 子核 の 構 遣 を支配 す るカ(7了9).

(E…【uelcortrdgcは 略)

〔IID・ 雜 の部(拔 粹}

StcuLingW"交 叉 電 磁 場 に よ るIlc魔 耳 の ス慈 ク

トル線 の 新 研 究(822)・

jno5G一 ・BδhmH・9ク ロム 明 辱 の 眼 敢 線 スベ ク ト

ル に對 す る重 結 贔 水 の影 響(826)・

Flcg7erE.u.Raeth町U.、 霧 箱 に よ る氣 雌 放電 現 象

の研 究(829〕 ・

kLロningerM・ 。 ∫ イア 毛 ンtのX線 的 測 定(834.)、

Scemann・ ・結 晶 とX纏 源 とを接 臍 せ る時 のX穣 干

渉(S37)・

Kr臥merw・ ・光 干渉 用人 工結 晶格 子(84D.

Suhrmann.:・ 鳳BazthG、 ・低 温 に於 τ凝 縮 せ し 酌た

る金 屬 鏡 の電 氣 抵 抗 と反 射能(S招).

>tiyc7.L・Pt上 に於.け る ア ル カ リの 畢原 干 層(8蓬δ)..

7,cmikeF・ ・頚 鰌 的 測 定 に 於 け るYhnsenknn[rsst・

ヤ剛hh㎜,(84串)・

IlanleW.n.IieidenrcithF..ラzン 散 鼠 光 の 偏 光.

認 。爛 射脚 轍 、.,鵬缶}
Kastw・ ・ 非 等 方 液 腔 の透 電 恒 厳 に對 す る轡 の 彊 さ

及 振 動 販 の 影響(869)・

AuerH・ ・析 拠 硬 化 の 磁 氣 的 研 究(880)・

IfundF.・ 藷 晶 格 子 内 の電 子 の 歌 態(88S}.

Nr.24,Jahrg.36(1935),"

Schmtky¥¥',u.R'ailxlF..CwOの イオ ン傳 導(912)・

Physik.Z.Sowjet.

Heft3,Bd。 .8【1935}.t

M"1i即wsIこiA.・E.u.Sk【ynni駈 。wK.`、.,高 癌 度電 子

に よ る襲 素 爆 鳴 瓦斯 鮎火 の 可能 性 に就 て 〔289).

P6khotkoNS:Rtlhern:nnM.,固 體酸 素の 吸 敢 スベ

ク トル 〔ll〕(2鰻)・

】.・"niperE・J・・低 壓 に於 け る超 音 波 の逹 度測 定(300)・

Di"ilkewskyM.etFilTppofML,液 髓 に於 け る高 周
の

波 誘 電 損失 の測 足(31り ・

Schul"'a1一$orok'inaR・P.乢PvsTlo"'aMl":・+有 方電生

液 體 の 構 造 に對 す る質 問 に 就 τ(319)・

Ruhヒ 卿oM-Li・hte・ ・、・野K"Ilrttr・・'P・・{睡蹕 雌

1舳 嗽 嬲 〔u〕(:;26)・
St・・k・IF・・17sagtl迄 のm素 一一酸 化炭 織 働 の 露

點 及 び 沸 鮎 曲線(:37)・

C:eiW.u.TnLtedL,ア ル カ リ金 聡 の薄 き吸 着 膜 の

光 效 果(闘2)・

S【cpan畷ll・ ・窒 素q～準 安 定 水 準 の 徽細 構 造(352).

Baut】il]P..二 三 の液 盤 中 に於 け る超音 滾 の 吸Ut(3醒 」

Proc.Roy.Soc.〔Aゴ

No.875,Vo1,152{1935}.

McLenn3nJ.C.,超 博 度 及他 の砥 混現 象 に閲 す る.討

論 《董)・

eoMnCC"爆 登 性 ア ン チ 毛 ンの 研 究(li〕 ・其 の 拷

造i電 氣 簿導 度 及 び 結 晶 遽 度(47).
　

lCunnuldF.A・ ・.繊慊 漕 失式 パ イ ロ メー ター の光 學 瑩

i置(ou)・
StockdalcD・ ・金 屬 二元 系 に於 け る致 白む闘 係(81).

Datb∫sliireJ・A・&CboperE・R・ ・金 厘 牆 品 及 震 母

に よ る電 于廻 折(104).

FarizasA・&FErkasし ・・重 水 棄 の箕 験 〔V〕轣 及量 水

.'
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崇 のei蜘 呵 …C甑*H・ 重 醸 の鰤 移Swnc・E・c・ 自 醜 子 乗 歯 攀 の甑 影 響(鋤 ・

竝 に輕 水素 と重 水 乗 の反 鯲(1?9),同 〔VI〕 プ ロM鵬 巳yH。C.ｫ.J:M頃rC. .ltO.,.輕 原 于綾 め反 應

トシ と二 重 干 の磁 氣 能 率 の比(152)..〔1りH脚S.践e♂ の粘 合 の ニ ネル ギー(893)・

Wi:星eyJ・B.,電 氣 放 電 中 に於 け る 化 勾}反 慝 〔i〕1菅.SmiWdlsc4.JRansleeC.a,金 秘 を逓 しτ の

、。幽 。呶,のm.(,、,>l

F【anckKCゴ 璽 揃 于 能 車 測 定 に 於 け るDい 【配

1τ団ロc」iooと 溶 煤 の§彡響(171).

Foo買dS・G・SNol.rich .R・q・W・,獪 感 爆 螢 反 慮 の

職 〔1〕VOal三め 雕 的に讎 される馘素水剰

の 反 懸(196).

Good群c(冫F・s'CnylurA・W・C・,}ICrの 連 績 吸

。紫、畿 鷹 漲。。。。。;嬲 ち}
No.876,Voi.152(1935).'

Staddarlr:・nt.,'《 ラ イ タ.の電 解 に よる酸 製 襲 造(273}

¥{ayneontN.v.&・RoeE.M.F..二 三 の 馥雜 な る

芳 香 族 炭 化 永 棄 の紫 外 吸 取 ス ペ ク トル(39A)・

Me…りille打・W・・Nl「3友NP3の 分癖 に於 け る共 鳴 輻

射 の 顧 閉(29§}.・

BrindleyG.w・&lloamr'・ £・・不 働 氣 鶻 型 イオ ン

を 靖「す る鹽 麹[の反 磁 受 磁 拳 〔n〕'・ ロ ゲ γ・化 ア ル

カ リ(398).

6T6beloLdeA・R・,炭 化 水 素 燃 焼 の 研 究 〔1〕分 子構

造 の彰 響.(3iA),同{n〕 中間 生 成 物 の 吸收 ス ペ ク

トル と化 學 的 性 質(3了8)・

RealJ・,.bO一.20.1'一 單 位 の 單 波 長X縁 朿 の1甑Sn・Cul

2霆Fヒ 」二よ る吸 收({02).

Yayman、 一.&
.TitinanH.,爆 鰍.と 鶴 波 〔ill唄

氣 艘 の撰 散.〔ll〕AIとH.(706).

laliacD・&}1endcno宦L　 ㌦丿.,放 射性 燐(脚)の 分

解 の ヱ ネル ギ.」(714).

Rec.tray.一
No.9!10,VO腥.54`1935,.賦

IloeflakeJ.ilt.A.etKorvezeeA.E..Gohelet3radon

の 放 射胞 室 に よaラ ド ン.放射 〔768)r

No.11,Vol.54(193.'

9teynGη}lenkesh・:;:.elSlonf!Aり 純 粹 の酸 琵 炭

素製 法 〔797}・

DfcrerG.etSI<w(「A・ ・水 素 と メ タ ンの混 合 物 中 に於

:げる酸化 康 素 め 定 量(SOO) .

Liemp[」 。濫M調 陥 金 飃 の藻 氣 壓 と眞 空 に 於 の る

萋墜巷～逑 度(897)・

BdeaekenJ・ 臥Vcrma魁.N・ ・水 灣 液 中 に於 け 乙一分

干 及 二分 于dioLと の 硼 酸 磯合 物 の 存 在(853}・

Ge,man肌HりH=0-Mg13r2系 の 李 窗(866)・

Ψa1口erDussen:,・Aっ 麒 撮 蟹(873).

JorissenW・Y・ ・爆 量 範園 〔K¥41〕 爆 黌 範 園 の 形 と

その 直徑(1)(88S).

Rev.Sci.Instr.

No.U,VoL6(1935,x.

1tamesW・H・&IlamptonW・F・ ・温 度 可 變 粉 末 用

X綴 カ メラ(342).

CuykendaltT・R・&Jor雛5
.}LTLo:滋0。030く ≧く

り

+O
g2置5Aな るX薮 用 二締 最 分 光 計(356〕 ・

1沁M・ ・rd"・・M・ 」・&Pi・k・1・w・ .辱1・JrJ,有機 物蒸

氣 ボ ム プ を備 へ た大 型 金 屬 装 置 に野 す る.Knu'eseo

型 三躍L空計 の優 ヲ雪絽E(362}・

Copu・)・]f・」・PhiPPST・E・&GlasserJ・ ・分 干粽臟 閏

用健 離 壓 力計(371)・

,

C.Eia-O;.及cn_o,の 爆 鳴 始 較(978)・

畳Rulxrti∫ .K.,Wに ょ る水 棄 吸 著(i45),W上 の

酸 乗 吸 着碪 φ 二 三 の性 質(464,L、 † 上 の酸 素 とホ

素 ρ 馥 合 皮漢 〔X77)・.

No.877,Vol.152(1935).'

¥PiLwnH・ λ・b原 子 核 反 感 の ニ ネ ル ギ ー({97).

RicharJxonOごW。.1i=及 分'干 イx.x一+の 基 木 吠

.惑.と波 動 力 學(503)
・

Jackwn∫.¥1.&1.lonar巳h{～ 。.一二原 子 分 子 と固 體 ヨ乏

面 と.のエ ネル ギ ー交 換(ul6)・

L.evincS.,.彈 ご電解 質 め 続of力 畢 的 取 扱(δ29}・.

禦 漏燃 需 凱灘 隔 ら
Tolamky.S・ ・沃棄の核スビン 〔H〕鼓光x;ク トル

の犠緬構造 と獄細構造拓動效果(663).

l CuykendallT・R・ ・ 眞空 潟 洩 童 見 に ピ ラ昌 一壓 力計.
り

PatcauL.G.,1。 。囃 臓 。。誘 翼駕}

No・12,VoL6{1935}.翼

Buζ扈9ヒ「.,・」"云 斯X→ 腺管 の 陰 趣 装 置 〔385冫.
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ParrntiL,G.,二 縞 晶X糠 分 光 霎セの 分 解 能(387)・

Tieecl;Oり 簡 畢 な る油.微壓 力 計(ag9)る'

Laホ.Hom轍;K.,.HQwoI..r,.&1触 眠1iE・M・ ・超

薄 膜 新 製 造 法(401)・

1;andyF..P.&P・ ・且M・L・ 高壓 圖塔 形蓄 電 器 の組

立二と恒…能(404),

Saxli.J.・ ・.粽駿 物 質 ⑱彌 性 研 窒襲 置(aar)・

Bemge・M.∫.,結 晶 襟 鰍 型1こ必 谿 る球tcflを 穿

つ新 工 夫 ⊂412)・

DanaD。W。g螢 光 の 觀 測(417).

CoOP∫.工.傳 長7thの 荷 電(X18〕 ・

Trans.Farad.Soc.

Part11,Vol.31{互935}.-.

酬 紬 寧 鴨N.&'1'e・ｮio八 ・,云 鰍 燈 臘 ア ル 柚

の 光 解 離 に 於 け る遊 薙 些(1483)・　

鵜 鷙 灘蠶轎鮒乳蜘、,
a構 造の反磁性研究(1991)・

暁嫐 。跨露。繍録攤矯.
(1510).

lVerhuckF .H、,罵Qに ょ りて促 進 され たChloralの

分・解(1521),NOに よ りて 径 進 され た ア セ トア ル

恥認 轡11豊鰡 朧 あ、詮盤}

,

1

Part10,Vol.31(1935).

OggR.Ar琴 」魅n&PolaniM・ ・非噺熱 的 反 臘 及第 一次
'

.化箪 蜜 光(1375)・

Q駆 ド轟&」 呱 イ 押 鷓 の 臨 ・Tdン 齦

反 覆艮鑒軽(1385)r

i3awnC.E.H.Sk.vaneA・G・ しNa原 于 とHC亙 承

DCIと の 反 歴 速 度(1392).

EvansA.G.&EvansM.G・ ・ ア ル カ リ原 子 とハ ロ

ゲ ン水素 化 物 聞 の 反 應 機 構(iaa,)・

畳NarayansaamyLti.,倡 光 に よ る二 三 の 蔚 醸 掣
.の

單結 晶 の 光解 離(1411).

BeltonJ。w・,三 成 分 溶 液 の表 面 張力 〔D,水 溶 液 〔a)

¥aCl'友KCI.(n)¥aCl及HCIの 資面 張力(1413)・

'〔1り 〔
・ ニ｢tiア ル ・一 ルー水 頑 戴眼 合 毎(b).醋

酸 一水}鹽 類 混 合 物 の 表 面 張力(1420}.

.Spcal<manJ.n・&StoUE.,羊 毛 の酸 結 合 沚(1431),

Nalkcr(〉.」"1:漆 注 の 吸 敷 ス ペ ク トル及 翻 の 彰

響(1.432)・

Bi罵 職、s』awL,L,永 素 の 燔 融 ア ル …弓 ウム に對 す

る溶 解 度(1939)・

B。lamT..R.SPhillipsw・A・ ・輟 銀 水溶 海.噛

す る木 炭 の佑 用(144;1)・.

MilesF.D..X線 感 光密 度 と持 殊 銅 放 射 との鬩 係 及

:1gCa-Lane7イ ル ム(1A5=)・

¥[・・kR.G.ScEllinghamH・J・T.,ア 効 り灘 鹽

よ り錫合 金 の電 解 析 出(1480).

Na【cbA。.f7ectrokineticP磯n電ialの 吸 着 伐(14ti8).

B【6幽にdJ.r.&¥ielsenR・F..電 慕 傳 導 度 の測 定

1二於 け る直流 の使 用(工47B)・

WeirsJ.,種kの 金 屬1二 よ るHρ 窪の 觸 喋 的分 解

ps4ｻ.

UellR,P..雙 趣 子 棺 互 作 用 の 計算(lbbij.

Da、「ie5v・¥1・,二 三 の酸 及 ビ.リヂ7中.の 他 の潮 質 の

。駑:鯲 慧。姻 岬諜 嫐}
Hathenal且a,W.&Ilswmondit.a、F.,ニ ッケ ル析

出 に及 ぼ す 酸 化劑 の影 響(∬)ク ロー ム酸(1574).

CemantA・.蔵 合 粘 性 の 権 含汲 其の 透 電 睦へ の 懸 用

{1δ82).

Z.anorg.Chem.

旧【eft4。Bd..'LL4(1935}●

Fedo[ieQN.u.,;inknL,L-yR。 卩鹽xニ ッ ケ ル 溶 液 よ

り 昌 ツ ケ ル の 電 解 分灘(337).

Gruロerr,7Nカ リーア ル 言 呂 ウ 亠一珪 醐 謹 の 調 査

〔【x〕 群 青 の 珪 酸 藍 の 部 分(351)・

limner£.u,FurslmJ,,ア ル カ リ.rア ル ミ 高 ウ,ムー珪.

醸 麹 の 調 査 〔X〕 群 膏 珪 酸 鹽 一硫 黄 系(369)・

SzldauPLu.SchamrvF.,¥IS-Li系 の 李 街 状 態 闘..

(388)・

s町[crock・ ・.A・JtuuchinA.u・SivtnqP・,絢Ihi鳳 卜圏旧1

.溶 絃 の 臼 己 分 偶(399}・

1,1辱ピxbnin.ke.`」 ■1,斷lT;あ 混 合Polvha薀ngem醸(420),

Heftl,B⊆ 童.825{王935}♪ ご

/{rdgerL.・ ・FirgasE・ ・ ア 励 り醇 化 物 窺0・A』0・ 宦

1.SiO.一CO.〔v〕NCO」SiO,一COQ系6二 於 け 名 安 定 な

1
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石弔 衡茨K…CO:のK£iQ≒ に及 ほ1す影 響 のCO.

壓(1)・

Heft'L, .Bd.225(1930."

JensenK・a:・.白.金 錯 鹽 〔Yとk.Tアの り 異性 盤 に 於 け る

勤 垂却 腱(97>.
KrzrzaRsl:is"A酬()..:溶 液a5金 屬 鈴 に よ うA9析

.出の 動 力 畢(1司).

Ileielicai.,.重 水 及 水 混 合 掬 の 熔 融 順 祿(li9) .'

Lutsch三riskyG.P.u.Lid・atsc】 玉ewa:,.T,,POCia一 一50..

Ch系 の熱 分析 .(170)・

Heft3,Bd.225j1935).'

Leitgebel.W..ロ.RockemuhlK.,.酸 化 鐵 混合 物 の 磁氣.

的 擧動 に.及fyす 珪醸 の彰響(2091)尸

v,.BergkampfE..C..Di㎞ ㎜kaUum及 其 加 水 分 解 生

成 物 班 にDi・xy-Diborankali・mφx綿 麟 ド(%4>

AfennnL.;u,K1ごmm"「.,磁 氣 化 學 的 調 査 〔tv工冨1〕

K,($qHa>却 ㍉〈B皐馬(o臼)・)(皇58>

6iemm..R`:u..Sαi .om尋nnH.,磁 無 化 畢 的.調査 〔XDこ 〕

.Ka監iumlX,1アoxyde及 一P6艮ys馳1配ピめ 磁 氣 的 擧 動(X13)・

Heft4,Bd.225(1935).

F.ucken:¥・u.Sch3tTeiK・.`` .愈水及 水 よ.ht}る 混 合 物

め 麟 解 画線3'な る.㌔Mi.De藷cliこ氏Q論 文 に就 て(air}.

W山 ㈹wiLschM.r:u.lxunynvaA.ム ・,iaoo。 に

至 る迄 φ温 庠 に於 け 襯 鋤 の瞭 め 決 定(327,・

JcrmnlenkoN・u.¥uwiY.owa.E・ ・鐵 驩 に よ るao.の

按 觸 分 解(333)..

Z.Elektrochem.

存 在 唹 け る.滴定 の 際1阿 親 魏 測併 用 め電 氣 傳 導

度 法 の邁 用i;.就 て(790).・

Haner.E,u・BxunnexR・,炭 髄 熔 融 物 中 に於 け る酸

素 電 極 の 擧 動(794)・

GrebeG.u.Iixintz¢ 、,面 盤 に於 τ炭酸 パ リ.ウム と

暮 土 よhア ル ミぞ醒 バ リウ ムの生 成.(797).

1.le[mgvi.[A.,Wμ1伍 氏 等 の.LPH.湖 定 用 ア ソチ モ ン

覚極 ■ な る詮 夊 に對 す る注 意.(807)・

"F囗1膳P.u.Knrdatzki、V,, _ヒ盞己1江oimq両Sl氏.の 注 意

に對 す る返 筈.(807)・

Nr.12,β11」41{1935}。

N面maImB.,Kf6ge「C.乢li.'anuo'skiR,硫 酸合 成.

の 際 の多 元 觸 媒 と レて の ヴ ア ナ ヂ ン酸 一酸 化銅 一珪

酸 系(8?]〕 ・

1:iellandJ.,液 灘 化策 一 緯 第 二鮟 混 熔 物 の酸 素

。黴 禦 繍 譱 曜。蟹濃}
ChgzeuskiE.u.Sl:apsl:iA,,籔 巾 の 非金 屬 含 有 物 の

電 氣 化學 的擧 廟 と腐 蝕 との鬩 係.(S43)・

FeheTRKI6【2CYFり 過 酸 化 水 素 の 結 晶構 造(350)・

1:01】卜cl」隆Lt匸【.rt.W・n.SietkeH.・.睾 致密分'散物 質1.;就

て,フ}く画耋.}ヒ第 二 鐵 篭こ對 す.る.葺愚】戛堯千ヒ水 素 の.f弊用(8δ!).

¥cumannR」1.恥 ロロ【a窪A.,.確 酸 驩 及 び 硫 酸鹽 め分

解 壓 〔IV〕.ヴ ア ナ ヂ ン酸 ナ ト リウ ム に 就 て の測

定(860)・

ti[offerE・・ 不均 一 系 觸 媒 反 應 の基 礎 的 研 舞 〔ll〕石

暴 とダ イ ヤ.モ.ンドに對 す る吸 曽.(868}.

1漸 瓦 鑞 櫞 中に勘 ・徽 邏戯 肝 構

Nr.11,Bd.41(1935.'

Tamamushi.B.u.Ilmezan'aH.,炭 素 に よ ・る 琥 珀 酸 の

誰 鷺騾 褊 チ,唖羅 臓}
2且ntil .E・.u・HarderAり 白 金 。タ リ.ウ ム 合 金 の 構 造

(i
Zint]:言齢 踊1眦 、。。}塑鷺 穿なち} .
uuu・・¥V,]・・合金の電靴 學直鵬 齶 動.(拠)・

ScellingP,・ 元素の電氣化攣的性質と聚合状態 との

闘俸 〔町iiy+iaDJ電 解搬 と湘 の除⑳分擁

臨係.と.融黠附近に於ける温度闘係に就τ(779)・

Ne旧b血・9・・M.c.カ.ル シウ.ム6向 羅(7go).

jamler.◎u,E60rtA・,多 數の無開係異種電解質の

1
1造(872)・

izinrleE.・ ・W・li…du話 」qLi萬 の 諮 子構 造(876)

CruhcG.,M曲rL.ロ.Bτ 削niugW・,二 元合 金の 電 氣

傳導 度 と駿 態 圃,Li・A1(88の.

Sk・・b・L、・ 再 び 勳 軸 隗1;聯 て(883'.)・

Lu亀be【R,・ 熱 力 學 的 問慙(8S4)・一
Z.Physik

Heft-5/6,Ad.97(1935}.'

Fいi鴎b鵬 躡nr...中 性 子 に .よ る 第 二 次 了線 の 登 起 〔耳〕

Fe,.Cu.ca,Pi, .に 於 け る測 定(266).

Iieidenreichr.1ラ マ ン 散 歯Lの 偏 光(2了 わ ・

曇DaUaS.u.Bo6er.(冫,xn及Li..の 眞 空 弧 光X..ベ ク.
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鵞㏄kir.,Fathn<lenpeden11aduug(376),1.【g_珪 放 奄

中 のH9線 の 銘 壕 に よ る 張 化(3S2).

Heft7/8,Bd.97(1935}。 罵

IILnannII.,プ ン ゼ ン眉 の 傳 導 度 の 直 流 及 交 流 に 封

す る 比 較 測 定(496)r

$eftgゾ10,Bd.97{1935》 ●梶

HdrmnnnII.,亜 光 の 温 度 配 布 と 電 子 密 度(539)・

KujumzelisT.G.,硝 子 の ラ マ ン ス ぱ ク ト ル 【561)・

Cardes.H.,眞 空 紫 外 に於 け る 沃 素 分 于 の 吸 收 λ ペ ク

ト'レ .(〔ト03)・

KrtuchenK・ir.,計 數 管1;・ よ る 弱 光 の 測 定 〔「り(QJ)・

JatynaWo・ 臨 界・現 象 の 新 見 解(669),

Heft11/12,Bd.97(1935).'

HermansJ.∫..イ オ ン の 移 動 性(681)・

FuthtlzauerC.職SchulzP..¥aの 主 系 線 に 對 す る他

箕 斯 の 影 響(G99)・

皿 煙nH..1n-11.、mp・ 程 度 の 覧 流 に 對 す る増 力 器

(iO9)・ 個 々 のa粒 子 の 電 難 曲 線 の 記 錐(718)・.

a<herierO.,光 のVetttrinn読 に 就 τ(725)'

FmmrR.G.J..DtyseyH.5.¥P.u.MohrC.]i.U.,

虱 斯 中 に 於 け る 分 子 線 の 散 亂 に 就 τ 〔i40)・

TartakowskrP.u.PodduLnyW..ハ ロ ゲ'-化 ア ル カ

9.の 結 晶 に 於 け る じ一7.enfrenの 性 質(765).

Jacyna.W.,DcrcajankinS.、OhnnrskvA.巳LP耐bntjξw

T..負 凝 集 壓(779)・

Heft1/2,Bd.98(1935."

¥'egarAI噂 周 體 酸 素 の 結 晶 構 造(1)・

K即 嘩geτW.r空 氣,Kτ 友X6に 於 け る 姐 波 紫 外 銀

の 分 散(17)・

ZelljakoHド ・・Sに 血nDWskyA,u.Hurgin∫"DchアC.の

X線 圖 の 干 渉 線 の 強 度 計 銘(66).

Bn7cheL・,電 于 光 學 的 構 造 像 及 そhLに よ るHa・vl… .陰 ..

趣 の 電 于 放wの 研 究(77),

G㏄tzA..StimtadtU.臨.FakeA・li・,藻 溜Etiの 結

贔 性 質 と磁 鼠 的 異 方 性(118J.

Grand>trsmU.・Cu-ー の 吸 收 ス ペ クFti(128)・

Z.physik.Chem.(A]

・Heft3/4,Bd.174{1935}
.

'Ho旦ub
.uI:eubcrtF.u。Sauerwa且dF.,漉 厚 熔 融 溶

液に於ける質量作用の法則の電位測定による吟味

。鰍 、。。_凪 。。的驪 鸛 雲盞}
DamkbhlerC.,多 孔 性 物 質 へ の 氣盤 の吸 特蓮 度(222}・

1'ollertI{.,電 解 質7k溶 液 の粘 度 の研 究 〔「1〕同族n

.素 に於'ribsp廟 雨cheIoneiirisrnsitgtと 他 の イナ

ン性 質 との 比 較(?:tn).

Sicverlsp.u.Aagen'ld..水 素 を吸 蔵 せ るPn一.¥u
..聶

Pd・Ag%io金 の 針 金 の 電 氣 抵 抗(247}・

¥iagnusAゆ 分 子 運動 譲 的 問 題 としτ の イオ ン め 蓮

動(zu2i)

EuikenA.u.]tratzl町.K..Ijの 同 位元 素 を電 解 分 薙
.

す る試 み(ｰ69)・ 種 々の 賓題 縢 件 に於 け る水 素 同

位 元 棄 の電 解 ゑ別 僚数(2iJ).

JlinsenW・li.,Ilcyrs玉u・RIO】 亀terCη ア ル カ リ及 ア

ル カ リ土 類 の 定量 へ の分 光 分 析 の 應 用 〔、ユ ア ル

カ9の 直接 的 光 電 氣 計的 分 析(291).

Z噴dεE・ 腿・LoosenK門 鎮 状分 子 を拮 つ 無 機 繊雛 た

る二 硫 化 珪 素(307》.

7.intlc,:.u・Ilaucke圦 「・・ オ ル ト扉r酸}la¥Oaの 存 在

につ いr(312)・ .

Heft.5,Ad.174(1935).

StじmA.1・.1¥'enderleinH.,:}ah'ブ イ リγ の 光 吸 壊

〔32り.

TI・in+en,..,・u・filenckJ .㌦ 瑚 寶脂 肪 酸 ア ル カ リ

鹽 類 のgenotypischeuUmaundluoGの 港 康 と選 熱

,、LtPc's5).evcrtsA.u.7ayfG.,。。,、.のU.。 驚 騾 海}

SieveMa,.u.13runiqH..H2吸 蔵Ta線 の 電 氣抵

抗(詔5)・

K幽n・ovw・r.・ 赤 鐵 訟 順 斯 邏 元1二俵 る海 綿鐡

製 造邁 程 のX線 的 研 究(370),

Pasin(,.u・Ma亀anzeo'A・ ・酷 シア ン化 物 溶濱 よ う金

。蠶簸撚 響 鷹 敷 アの。纛 羞}
feit:0・WflonhoeRcrK・F・ ・成 長 中 の有 機 體 ぺ の

重 水 業 の攻 容 〔0〕(4?9)・

$rauRGηea子 歌 沃 素 と石 英 硝 子 との反 感(錦5),

Kilyi5.,二 鹽 基 酸 の 階 段 的 滴 定(441)・

Paykovs・ ・有 機 液 確 の 粘 性 と構 遭 〔946)・

峠.AblesowaK .V.Rogin-kpS.,水 素 化 觸 喋へ の .虱

斯 の促 遑 作 用(949).
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崢 顯■ 騾 ・噛9一,

負■

Fless .KりTtagiiSC.n.・W蜘oM.,ニ ト ロ セ ル ロ_

ズ盛.!一(lamphcr及{皿 ・Ca皿pherと のVerc8【 ロP轟

・皿㎎,セ ルpdド 生 成 の 化 學 σV〕(232) ,5

Heft4,Bd.30`1935,.碧 噺

娼

ψ,隔

鞠嬲巍 羸詳のτ㌘ 撃ロ
●89Fft ・ll2・Bd・175(193s}・

KロhnφVゴ ・溶 濱 曳1の獄 のZwitterionの 影 と透 電 的
コ

謙 轟 鵬。臨 謡 欝晶}
ロ

StemA・u・lfolvig.H・ ・ポ ル7イ リ ソ の 蓑 光(38}・
ロコ

H議 ユF.,A(固 冫十B(固)=rtNB(囿)型 の反 感 に 於 け

る ξ1由fネ ル ギ ーの 變 化 の 決 定 方法 と 自≦靆石 問 題

へ の 鳳 用(6S)・ 」
.
}irynnk。w・kiK.LI・Stm}・tMゆ.互 に融 け合 は ざ る 二

成 分 化 合 物 を含 む 三 成分 系1二於 け る固一 液ZF衡 開
ロ

鮮1£ 〕 〔芻 〉 鹽
、

H巳'』tGリ 酸 化 逗 元 電 壓 〔11〕光 電 的 吸 光 度 測 定 に俵

る連 融 腔化 遍 元 李倹「の研 究 〔99)・ 層

StackeIbetgl{・v・,SthOT砌b㎎E.レPtantusRロ.
隔

Spies/9K・F・.Al49とAl59:(127〕 ・

Stac;cclbengMov. .u-SpiessK-F.・Atsq,賊 の 構 造
-■

撚 。岬_1蝌1鷹 儒≧}

齟

勉 あ酬IPI噛

Z,physik.Chem.[BJ

.H藍ft2/3,Bdg30{1935)」

lintksniA・tt・∫acts.H・・音 響 分 敞 測 定 に墓 く混 合 天斯

中 の氣 體分 子 の 内部 振動 の衝 突 に よ る活 性 化(85).

・S四cuG・n .PhpperS,鹽 類 水溶 液 の 風釿 計的 郵蹴.

,藷 調 悉認 凡凶1蝋`殿}
S㎞u島"ni5M..金 屬 蒸氣 中 に 於 け る金 觸 結 晶 の成 長

〔1{移)・

Hc「telE・u・DarnontE・ ・ 反 感 能 力 と 璽 極 子 能 撃

(139ウr槇 田 氏 の 論文``雙 趣 于 會 合 に於 け るZweier

及Dreierkomplexeの 同時 的 生 成,,に つ い て(149)・

亀IMIarewD.o.Ch「istoferoscaW・ ・衰 面幾 嵐 の 眞 の結　
.品 系 内 部へ の 淳逵 〔V〕(152)・

ほ 　

S㎞ 腔rE.・Biliroth氏 の 論 丈'`ペ ンゼ ン置換 體 の光

唖 敗cVりcに つ い τ(1fi7,・■■

W血oM・ ・HessK・LTrogusC・ ・繊維 束 に於 け る

Js不 勘
r系 反 感 に對 す る媒 質 の彰饗,セ ル 卩 イ ド生

戒 の 化 學{:H〕 盡(159)・ 覧

..、瀬 ㎝ 。匪M・IT・ggusc・IL・Hess1".,一me束 唹 け
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,
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輪 一

Gueia.n.hnAh・1瞬E、 麟 瞳 水棄 の黝 囲 頸

勾
「

質(23了),重 水 素 の5ン トロビ ー(258).

GutschmidtH.o,Cloius1:・ ・COS及 凧 の靴
,

に於 け る娼 稜 限 鼻 〔28u)・`

.囓曇..lledvo皿 」・A・U・liedinti.・ 鐵 磁 性饗 化 と觸 媒 活 嘔 「

性,〔rv〕Niに よ るGOとCsHaの 水素 化 及 び.

Ileustヨer合 金(Vu:1且Cua)に よ るCOよ うCO。 の生'

成(wap.

W耐2K・,重 水葉 と ア ム モ呂 ア の交 換 罕 衡 〔289〕.・

-Dvkudo.,ラ マ ン拠 駄の研 究〔XLIXj,PC』+P甌3ら

な る泪レ白・物 【298)・'曇

Kohlm鯉hK.W.F.,ラ マ ン效 果 の研 究,〔L〕 ぺ ㌔ ・

ゼ ンの 振動 スペ ク トル(sOJJ.
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